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はじめに 本書について vi
概要 0

はじめに

はじめに スターリ ング コマースの電子商取引 (EC) ソフ ト ウェア、 Gentran:Server® for 
Windows® をご購入いただきあ りがと う ございます。

Gentran:Server には、 ト レーディング パートナーとの電子データ交換に必要とな

る次のツールが用意されています。

◗ データ  ト ランスレーシ ョ ン

◗ プロセス管理

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ンズ システム

このソフ ト ウェアおよびサポート  ツールは使いやすく、 業務にすぐ役立てるこ

とができます。

Gentran:Server の
インストール

Gentran:Server for Windows のインス トールには、 Windows およびデータベース製

品の構成も関係します。 Gentran:Server のインス トールを開始する前に、 必要な

作業をすべて確認してください。

メモ
Gentran:Server オプシ ョ ン パッ ク  ソフ ト ウェアをインス トールするための CD 
キーは、 Gentran:Server 製品と と もに出荷されたパッキング リ ス トに記載され
ています。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月
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本書について 0

本書の構成

はじめに このマニュアルでは、 Gentran:Server ( シングル ワークステーシ ョ ン システム ) 
のインス トールの準備、 およびインス トールの手順を説明します。 また、
Gentran:Server のインス トールおよび運用を簡単にするための、 推奨されるシス

テム構成についても説明します。

タスクの手順を解説しているこのマニュアルは、 ステップバイステップ方式で 
Gentran:Server のインス トールに関するあらゆる質問に答えるこ とを目的と して

書かれています。

本書の対象読者 このマニュアルは、 次の作業を担当するシステム管理者を対象にしています。

◗ EC のインス トールおよび実装

◗ データベース製品のインス トールおよび実装

前提知識 このマニュアルは、 PC および Microsoft® Windows Server の機能、 およびデータ

ベース管理について習熟しているユーザーを対象と しています。

本書の内容 この 『インス トール ガイ ド』 は、 複数の章で構成されています。 各章の概要を

説明します。

◗ 「序章」 では、 このマニュアルの内容、 構成、 および表記規約について説明
します。 またこのマニュアルで使用する主な用語を定義し、 Gentran:Server 
のサポート を受ける方法についても説明します。

◗ 第 1 章 「システムの概要」 では、 Gentran:Server のソフ ト ウェアおよびインス
トール コンポーネン トの概要、 およびインス トール用語について説明しま
す。 また、 システム要件および推奨システムについても説明します。

◗ 第 2 章 「シングル ワークステーシ ョ ン システムのインス トール」 では、
Gentran:Server を初めてインス トールおよび実装する方法について説明しま
す。 こ こでは、 Windows オペレーシ ョ ンシステム の構成、 データベース管
理システムのインス トールと構成、 および Gentran:Server のインス トールな
どについて説明します。

◗ 第 3 章「 インスト ール後の作業」 では、 Gentran:Server のインスト ールを完了
するために必要な追加作業について説明します。 こ こでは、 システムの起動、
セキュリ ティ の実装、 およびインスト ールの確認などについて説明します。

( 次のページへ続く )
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本書の構成 本書について viii
本書の内容 ( 続き ) ◗ 付録 A 「SQL Server 2000 のセッ ト アップ」 では、 SQL Server 2000 を新し く
インス トールおよび構成するための作業を説明します。

◗ 付録 B 「ORACLE のセッ ト アップ」 では、 Gentran:Server と と もに使用する  
ORACLE の設定に関する推奨事項を説明します。

◗ 付録 C 「インス トールの ト ラブルシューティング」 では、 Gentran:Server イ
ンス トールの ト ラブルシューティングに関する基礎的な情報を提供し、 一般
的なインス トールの失敗を解決するために必要な作業の方針について説明し
ます。 また、 InstallShield® のエラーメ ッセージについても説明します。
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本書について このマニュアルで使用する主な用語  ix
このマニュアルで使用する主な用語

はじめに このセクシ ョ ンでは、 このマニュアルで使用する  Gentran:Server 用語を定義しま

す。 これらの用語を理解してから、 このマニュアルを読み進めるよ うにして く
ださい。

Gentran:Server 
エグゼクテ ィブ

"Gentran:Server エグゼクティブ " とは、 定義されたサーバー上のコ ミ ュニケー

シ ョ ンおよびト ランスレーシ ョ ン機能の実行を制御する  Gentran:Server サービス

のこ とです。 Gentran:Server エグゼクティブは、 Gentran:Server システムの " プラ

イマ リ  Gentran システムコン ト ローラ " ( 使用しているコンピュータ ) にインス

トールされます。 また、 Gentran:Server エグゼクティブは、 重要なシステム情報

の集中管理も行います。

Gentran 
スケジューラ

"Gentran スケジューラ " は Gentran:Server エグゼクティブのコンポーネン トで、

スケジュールされたイベン トについて、 設定された間隔でイベン トのタイ ミ ン
グを確認します。

Gentran ポーラ Gentran ポーラは Gentran:Server エグゼクティブのコンポーネン トで、 あらかじ

め設定された間隔で指定されたファイルの存在をポーリ ングします。

ODBC "ODBC ( オープン データベース  コネクティ ビティ )" は、 異なるベンダのデータ

ベースを Gentran:Server で利用する場合に使用されます。

インテグレーシ ョ ン 
コンポーネン ト

" インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト " はオプシ ョ ンのコンポーネン トで、

Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムおよび 
フォーム インテグレーシ ョ ン サブシステムのユーザー インターフェイスを提供

します。

◗ アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 インポート、 エ
クスポート、 およびターンアラウンド  ドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト を作成できます。

◗ フォーム インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 画面入力および印刷の ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を作成できます。

また、 インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト  を使う と、 Gentran Standards にアク

セスして新しい ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作成するこ と もできます。

( 次のページへ続く )
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このマニュアルで使用する主な用語 本書について x
クライアン ト  
アクセス 
コンポーネン ト

" ク ライアン ト  アクセス  コンポーネン ト " は、 Gentran:Server システムの設定、

管理、 および制御を行うためのユーザー インターフェイスを提供します。

コ ミ ュニケーシ ョ ン 
コン ト ローラ

" コ ミ ュニケーシ ョ ン コン ト ローラ " は、 Gentran:Server とデータ交換の相手で

ある組織 ( 付加価値ネッ ト ワーク  (VAN) または ト レーディング パートナー ) との

コ ミ ュニケーシ ョ ンを制御します。

メモ

◗ コミ ュニケーショ ン  コント ローラになるコンピュータには、 モデムなどのコ
ミ ュニケーショ ン機器を介してファ イルの送受信ができる機能が必須です。

◗ シングル ワークステーシ ョ ンでは、 3 つのコン ト ローラ  ( コ ミ ュニケーシ ョ
ン コン ト ローラ、 プロセス  コン ト ローラ、 およびプライマ リ  Gentran システ
ム コン ト ローラ ) のすべてを同一のコンピュータに配置します。

システム構成 システム構成プログラムを使う と、 Gentran:Server システム全体に影響する次の

よ うな構成パラ メータを変更できます。

◗ システム データ  ス ト ア フォルダ

◗ セキュ リ ティ  モード

◗ ク ラ イアン ト通知パラ メータ

◗ オーディ ッ ト  パラ メータ

◗ コン ト ローラ設定

◗ 時間切れ受信確認のチェッ クの間隔

◗ 受信確認生成の間隔

◗ 受信確認整合の間隔

◗ ファ イルの自動連結の間隔

◗ システムで使用される  ODBC データ  ソース

◗ インポート指定

◗ 分割機能エン ト リ

◗ ユーザー パラ メータおよびログオン

◗ Gentran:Server エグゼクティブ、 Gentran スケジューラ、 および Gentran ポー
ラ  サービスの停止と開始

システム データ  
ストア

システム データ  ス ト アは、 共有 Gentran:Server データのリポジ ト リです。 シス

テム データ  ス ト アは、 使用する  シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータに

置かれます。 Gentran:Server システムにはシステム データ  ス ト アを  1 つだけ置く

こ とができます。

( 次のページへ続く )
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本書について このマニュアルで使用する主な用語  xi
通知 " 通知 " サブシステムでは、 通知パラ メータ  ( 指定されたオーディ ッ ト  メ ッセー

ジまたは一連のメ ッセージ ) を設定するこ とによ り、 定義済みのイベン ト  
(Gentran:Server オーディ ッ ト  メ ッセージ ) が発生する時点を事前に通知できま

す。 通知パラ メータを指定して、 次の任意の組み合わせを、 オペレータ  ユー

ザー インターフェイスでオペレータ と して定義されたユーザーに送信するよ う

に指定できます。 通知プログラムを実行するク ライアン トのユーザー インター

フェイスへのメ ッセージ ボッ クスによる警告、 E メール メ ッセージ、 指定した 
1 つ以上のメ ッセージがオーディ ッ ト  ログに書き込まれた際の指定したデジタル 
ページャー番号の通知、 または、 1 つ以上の指定したメ ッセージが発生した場合

に実行を指定したプロセス管理の処理の自動実行。

参照
オペレータ  ユーザー インターフェイスの使用の詳細については、 『管理 ガイ ド』
の 「オーディ ッ ト通知システムの使い方」 を参照して ください。

メモ

◗ プロセス管理で " 通知 " タイプのイベン ト と してセッ ト アップされたプロセ
ス管理イベン トのみ、 定義済みのイベン トが発生した場合に実行するタスク
と して選択するこ とができます。

◗ プロセス管理で一時停止されたタスクを指定した場合には、 定義済みのイベ
ン トが発生してもタスクは実行されません。

データベース Gentran:Server は、 使用しているコンピュータ上の " 関係するデータベース " に
システム データを格納します。 このデータベースを使用する と、 複数のユー

ザーが同じデータにアクセスできます。 データベース  テーブルは実際のデータ

を示すインジケータを含んでおり、 システム  データ  ス ト アの中にあ り ます ( シ
ステム  データ  ス ト アは、 すべての共有 Gentran:Server データの保管場所です )。
Gentran:Server では、 ODBC ( オープン データベース  コネクティ ビティ ) を使っ

て異なるベンダのデータベースを利用します。

メモ
Gentran:Server との使用が認証されているデータベース管理システムを確認する
には、 『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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プライマリ  
Gentran システム 
コン ト ローラ

" プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラ " は、 Gentran:Server の用語です。

GENTRAN:Server システムで使用される、 シングル ワークステーシ ョ ン コン

ピュータを指します。 プライマ リ  GENTRAN システム コン ト ローラは、 システ

ム全体のステータス情報の管理、 システム内の処理要求の管理と効率的な処理、
およびその他のシステム コンポーネン トの制御を行います。

メモ

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラは、 " プライマ リ  ド メ イン コン ト
ローラ " とは異な り ます。 " プライマ リ  ド メ イン  コン ト ローラ " は Windows 
の用語です。

◗ シングル ワークステーシ ョ ンでは、 3 つのコン ト ローラ  ( コ ミ ュニケーシ ョ
ンズ コン ト ローラ、 プロセス  コン ト ローラ、 およびプライマ リ  Gentran シス
テム コン ト ローラ ) のすべてを同一のコンピュータに配置します。

プロセス 
コン ト ローラ

" プロセス  コン ト ローラ " コンポーネン トは Gentran:Server ソフ ト ウェアの一部

であ り、 システム内の処理要求の管理および実行を調整します。 プロセス  コン

ト ローラを使う と、 システムの ト ランスレーシ ョ ン負荷が分散され、 高速かつ
効率的なスループッ ト を得るこ とができます。

メモ
シングル ワークステーシ ョ ンでは、 3 つのコン ト ローラ  ( コ ミ ュニケーシ ョ ンズ 
コン ト ローラ、 プロセス  コン ト ローラ、 およびプライマ リ  Gentran システム コ
ン ト ローラ ) のすべてを同一のコンピュータに配置します。
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サポートの概要 0

サポート情報

はじめに スターリ ング コマース社では、 Gentran:Server ソフ ト ウェアに関する質問や問題

についてお答えするため、 熟練した製品サポート担当者によるサポート を提供
しています。

メモ
Gentran:Server のカスタマ サポートは、 スターリ ング コマース社以外の製品 
(SQL Server 、 Oracle など ) のサポートは行っていません。 ただし、他社の製品を  
Gentran:Server と併用できるよ うに構成するサポートは提供しています。

電話番号 ご利用になるサポート電話番号は、 『インス トール準備 カード』 を参照して くだ

さい。

サポートに連絡する
前に

迅速なサポート を提供するため、 以下の事項についてご協力をお願いします。

◗ まず、 発生した問題を再現してみて、 イベン トの正確な順序を記録して くだ
さい。

◗ 製品サポートへのお問い合わせの際には、 下記の情報をご用意ください。

情報 説明

ユーザー情報 会社名、 氏名、 電話番号および内線番号、 および
ケース番号 ( 以前に報告された問題を照会する場

合 )。

システム構成 Gentran:Server バージ ョ ン ( およびインス トールさ

れているサービス  パッ ク )、 プラ イマ リ  Gentran シ
ステム コン ト ローラおよび問題が発生しているす

べてのコンピュータの情報。 Windows オペレーティ

ング システムのバージ ョ ン、 搭載メモ リ、 有効

ディ スク容量、 データベース  バージ ョ ン、

Microsoft Data Access (MDAC) のバージ ョ ン、 およ

び Internet Explorer のバージ ョ ン。

ハード ウェア、 ソフ ト ウェア、 およびシステムの構
成に対して加えた最近の変更も記入して ください。

( 次のページへ続く )
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スターリング 
コマース社 
Support Web Site 
(英語 ) へのアクセス

スターリ ング コマース社 Customer Support Web Site は Gentran:Server for Windows 
のサポートに関する以下の重要な情報が記載されています。

◗ サポート  サービスの範囲

◗ カスタマ サポート  ポ リシー

◗ 優先コール

◗ カスタマ サポートの電話番号一覧

◗ Support on Demand ケースの作成方法

◗ Support on Demand ケースのステータスの確認方法

◗ Support on Demand ケースへの情報追加の方法

Customer Support Web Site は常にアップデート されており、 スターリ ング コマー

ス製品のユーザーの皆様にご利用いただけます。 この Web サイ トには、 最新の

製品アップデート情報が記載されています。 製品情報に関する重要な情報源と
してご活用ください。

参照
Customer Support World Wide Web Site へのアクセス方法に関する情報については、
『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

マニュアル Customer Support Web Site にはドキュ メン ト  ライブラ リがあ り、 Gentran:Server 
for Windows マニュアル セッ トがすべて含まれています。 随時このライブラ リか

ら製品マニュアルを  PDF フォーマッ トでダウンロードできます。

システム データ  ス ト ア どのコンピュータがシステム  データ  ス ト ア内に

フォルダを格納しているのか。

エラー メ ッセージ 表示されたエラー メ ッセージの正確な語句表現と

ソフ ト ウェアでのエラーが発生した時点、 およびロ
グ ファ イルも記録して ください。

試みた解決策 問題の解決を試みた際の手順とその結果の記録、 推
定される問題の発生回数と問題を再生するこ とがで
きるかど うかを報告して ください。

情報 説明
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システムの概要
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はじめに システムの概要1 - 2
概要 0

はじめに

始める前に インス トールを始める前に、 Gentran:Server システムの構成と インス トールに関

する概念を理解しておく必要があ り ます。

このマニュアルでは、 システムの構成およびインス トールの作業手順、 必要な
リ ソース、 および入手する必要がある情報について説明します。

推奨事項
このマニュアルの各セクシ ョ ンを読んだ上で、 ワークシート を完成するよ うに
して ください。

本章の内容 この章には次の ト ピッ クが含まれています。

◗ Gentran:Server の概要

◗ システム要件と推奨事項

◗ インス トール コンポーネン ト

◗ システム コンポーネン ト

◗ インス トール後のセキュ リ ティに関する推奨事項
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システムの概要 インストールの前提条件 1 - 3
システムの概要 0

インストールの前提条件

はじめに Gentran:Server for Windows のインス トールでは、 Windows とデータベース製品の

構成も必要になり ます。 Gentran:Server のインス トールを開始する前に、 必要な

作業をすべて確認してください。

必要な担当者 システムの構成と  Gentran:Server のインス トールを行う前に、 適切な担当者の協

力を確保する必要があ り ます。 次の理由から、 システムとデータベースの管理
者がインス トール作業に参加するこ とを強くお勧めします。

◗ シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータには、 そのコンピュータに対す
る管理者権限のある  Windows ログインを使用してログオンする必要があ り
ます。

◗ システム データ  ス ト アのインス トール先であるフォルダとの共有フォルダ
を作成しなければなり ません。

◗ 新規データベースを作成しなければならず、 そのデータベースへユーザーの
追加が必要になる可能性もあ り ます。

上記の作業を行う権限を持つのは、 通常システム管理者のみです。

注意
Gentran:Server の構成およびインス トールにシステム管理者が関わるこ とは、 非
常に重要です。
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Gentran:Server の概要

はじめに Gentran:Server for Windows は、 データ  ト ランスレーシ ョ ン、 プロセス管理、 およ

びコ ミ ュニケーシ ョ ン機能をま とめたシステムで、 Microsoft Windows 環境で動

作します。 この製品は、 EDI および同様のデータ型の ト ランスレーシ ョ ンと コ

ミ ュニケーシ ョ ンのために設計されています。

プロセス管理 プロセス管理システムによ り、 扱いにくいアドオンではなく、 アプ リ ケーシ ョ
ンのエクステンシ ョ ンと して、 Gentran:Server を多様な業務アプリ ケーシ ョ ンと

統合するこ とができます。 Gentran:Server は、 インテ リ ジェン トかつ大容量の

メ ッセージ サーバー システムで、 様々な業務システムを リ ンク し、 既存の業務

プロセス と  World Wide Web のリ ンクを提供します。

コ ミ ュニケーシ ョ ン 
システム

Gentran:Server は、 社内業務システムを相互にリ ンク した り、 世界中の顧客およ

び供給元が使用する業務システムと リ ンク します。 Gentran:Server は、 直接回線

や付加価値ネッ ト ワーク  (VAN) を介してアプリ ケーシ ョ ン間メ ッセージをルー

ティングし、 顧客や供給業者との ト ランザクシ ョ ンを完全に自動化します。 ト
ランスレーシ ョ ンは、 定義済みのスケジュールまたはイベン トに基づき、 1 日 
24 時間、 年中無休で自動的に行う こ とができます。 これによ り、 業務を合理化

するこ とができます。

自動処理モード Gentran:Server は、 自動処理モードでも動作します。 エラーが発生した場合、 ま

たは人員の介入が必要な場合には、 指定された担当者にページャーまたはシス
テム メ ッセージを介して通知されます。 オーディ ッ トの記録やメ ッセージの ト

ラ ッキングによ り、 メ ッセージがプロセス内のどこにあるかをいつでも正確に
知るこ とができます。

Gentran:Server 
エグゼクテ ィブ 
サービス

Gentran:Server では、 Gentran:Server エグゼクティブ サービスを使って、 コ ミ ュニ

ケーシ ョ ンと ト ランスレーシ ョ ン機能の実行が管理されます。 Gentran:Server エ
グゼクティブをサービス と して実行する と、 システムにログオンしているユー
ザーがいないと きでも、 Windows のサーバー コンピュータで Gentran:Server を実

行できます。

Gentran ポーラ
Gentran ポーラは Gentran:Server エグゼクティブのコンポーネン トで、 あらかじ
め設定された間隔で、 指定されたファ イルの存在をポーリ ングします。

Gentran スケジューラ
Gentran スケジューラは Gentran:Server エグゼクティブのコンポーネン トで、 ス
ケジュールされたイベン トについて、 設定された間隔でイベン トのタイ ミ ング
を確認します。

( 次のページへ続く )
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Windows 環境 Gentran:Server は、 Windows 環境に最適なよ うに設計されています。 シングル 
ワークステーシ ョ ンのコンピュータでは、 Windows 2000 Server、 Windows 2003 
Enterprise Edition、 Windows 2003 Standard Edition、 または Windows 2000 
Professional オペレーティング システムが実行されているこ とが必要です。

Gentran:Server は Windows 環境において、 " データベース "、 " システム  データ  ス
ト ア "、 および " プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラ " の連携によ り運用

されます。 これらのシステム  コンポーネン トは、 使用するシングル ワークス

テーシ ョ ンにインス トールされます。
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インストール コンポーネン ト

はじめに インス トール コンポーネン トは Gentran:Server の機能コンポーネン トで、

Gentran:Server をシングル ワークステーシ ョ ン コンピュータにインス トールす

る際に選択できます。 システムのインス トール コンポーネン トは、 次のとおり

です。

◗ ク ラ イアン ト  アクセス  コンポーネン ト

◗ プロセス  コン ト ローラ  ( シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータに自動
的にインス トールされます )

◗ インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト

このセクシ ョ ンでは、 Gentran:Server のインス トール コンポーネン トについて詳

し く説明します。

クライアン ト  
アクセス 
コンポーネン ト

ク ライアント  アクセス  コンポーネント は、 次のよう な  Gentran:Server システムの

設定、 管理、 および制御を行う ためのユーザー インターフェイスを提供します。

◗ 電子商取引 (EC) マネージャ  ( データ管理コンポーネン ト ) は、 高度なナビ
ゲーシ ョ ン ツールであるほかに、 ドキュ メン ト管理ツールと しての機能も
あ り ます。 このコンポーネン トには、 ドキュ メン ト 、 インターチェンジ、
オーディ ッ ト 、 レポート、 プロセス管理、 コ ミ ュニケーシ ョ ン、 およびト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク トの情報を表示し、 管理するための多くのウ ィ
ンド ウ、 ブラウザ、 およびダイアログ ボッ クスがあ り ます。

◗ パートナー エディ タでは、 自社およびト レーディング パートナーのすべて
のパートナー情報を定義、 編集、 削除するこ とができます。

◗ ドキュ メン ト  エディ タは、 ドキュ メン トの作成、 変更、 および表示を行う
こ とができるデータ入力ツールです。

◗ 通知サブシステムでは、 通知パラ メータ  ( 指定した 1 つまたは一連のオー
ディ ッ ト  メ ッセージ ) を設定するこ とによ り、 定義済みのイベン ト  
(Gentran:Server オーディ ッ ト  メ ッセージ ) の発生をいち早く通知できます。
通知パラ メータを指定して、 次の任意の組み合わせを、 オペレータ  ユー
ザー インターフェイスでオペレータ と して定義されたユーザーに送信する
よ うに指定できます。 通知プログラムを実行するク ライアン トのユーザー 
インターフェイスへのメ ッセージ ボッ クスによる警告、 E メール メ ッセー
ジ、 指定した 1 つ以上のメ ッセージがオーディ ッ ト  ログに書き込まれた際の
指定したデジタル ページャー番号の通知、 または、 1 つ以上の指定したメ ッ
セージが発生した場合の実行を指定したプロセス管理の作業。

参照
オペレータ  ユーザー インターフェイスの使用の詳細については、 『管
理 ガイ ド』 の 「オーディ ッ ト通知システムの使い方」 を参照して くだ
さい。

( 次のページへ続く )
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クライアン ト  
アクセス 
コンポーネン ト  
( 続き )

◗ システム構成プログラムを使う と、 Gentran:Server をインス トールした後で、
システム全体に影響する構成パラ メータを変更できます。 システム  データ  
ス ト ア フォルダの変更、 セキュ リ ティ  モードの定義または再定義、 システ
ム インポート指定の追加、 変更、 または削除、 分割機能オプシ ョ ンの変更、
ク ラ イアン ト通知パラ メータの定義、 ユーザーの追加、 変更、 または削除、
システム内のコン ト ローラでの Gentran:Server サービスの停止および開始、
システム内のすべてのコン ト ローラの設定変更、 およびシステムの ODBC 
データ  ソース とオーディ ッ ト設定の変更が可能です。

◗ メールボッ クス  サーバー マネージャーを使用する と、 Gentran:Server のメー
ルボッ クス  システムを管理できます。

プロセス 
コン ト ローラ

Gentran:Server プロセス  コント ローラは、 既定では常にプライマリ  システム  コン

ト ローラにインス トールされます。 プロセス  コン ト ローラ機能は Gentran:Server 
エグゼクティブ サービス  (RPCSRV.EXE) によって実行されます。 EC マネージャ

で提供されているほとんどの機能や、 構成した自動処理セッシ ョ ン  イベン ト を

実行するには、 このサービスが起動しているこ とが必要です。

メモ
プロセス  コン ト ローラ  コンポーネン トは、 シングル ワークステーシ ョ ン コン
ピュータに自動的にインス トールされます。 プロセス  コン ト ローラ  コンポーネ
ン トでは、 各プロセス  コン ト ローラに Gentran:Server エグゼクティブ サービス
がインス トールされます。 システムで自動処理を正常に実行するには、 この
サービスをプロセス  コン ト ローラ上で起動しておく必要があ り ます。

インテグレーシ ョ ン 
コンポーネン ト

インテグレーシ ョ ン コンポーネン トはオプシ ョ ンのコンポーネン トで、

Gentran:Server アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムおよびフォー

ム  インテグレーショ ン  サブシステムのユーザー インターフェイスを提供します。

◗ アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 インポート、 エ
クスポート、 およびターンアラウンド  ドキュ メン トの ト ランスレーシ ョ ン  
オブジェク ト を作成できます。

◗ フォーム インテグレーシ ョ ン サブシステムでは、 画面入力および印刷の ト
ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を作成できます。 これらの ト ランスレー
シ ョ ン  オブジェク ト を  Gentran:Server に登録し、 ト レーディング関係の一部
と して選択した場合、 インバウンドで受信またはアウ トバウンドで送信する  
EDI ドキュ メン トの入力や印刷を簡単に行う こ とができます。

また、 インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト を使う と、 Gentran Standards にアクセ

スして新しい ト ランスレーシ ョ ン  オブジェク ト を作成するこ と もできます。

Gentran Standards ファ イルは、 CD からアクセスするか、 コンピュータのハード  
ディ スクに転送するこ とができます。
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システム コンポーネン ト

はじめに Gentran:Server システムは、 複数の論理コンポーネン トで構成されています。 各

システムには、 次のコンポーネン トがあ り ます。

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラ  
◗ システム データ  ス ト ア 
◗ データベース

このセクシ ョ ンでは、 Gentran:Server システムのシステム コンポーネン トについ

て詳し く説明します。

プライマリ  システム 
コン ト ローラ

各 Gentran:Server には、 プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラが 1 つだけあ

り ます。 プライマ リ  Gentran システム コン ト ローラは、 システム全体の状態情報

の管理、 システム内のサーバー処理要求の管理と効率的な処理、 およびその他
のシステム コンポーネン トの制御を行います。

システムのプロセス  コン ト ローラ  コンポーネン ト 、 Gentran:Server エグゼクティ

ブ サービスおよび Gentran:Server メールボッ クス  サービスは、 自動的にプライ

マ リ  Gentran システム コン ト ローラにインス トールされます。 さ らに、 オプシ ョ

ンで次のインス トール コンポーネン ト をプライマ リ  Gentran システム コン ト

ローラ  ( シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータ ) にインス トールするこ と

もできます。

◗ ク ラ イアン ト  アクセス  コンポーネン ト

◗ インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト

推奨事項
どちらのコンポーネン ト も、 シングル ワークステーシ ョ ン システムにインス
トールするこ とをお勧めします。

システム データ  
ストア

各 Gentran:Server システムには、 システム データ  ス ト アを  1 つのみ置く こ とがで

きます。 システム データ  ス ト アは、 すべての共有 Gentran:Server データの保管

場所になり ます。

( 次のページへ続く )
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データベース Gentran:Server では、 リ レーシ ョナル データベースを使用して、 ト ラ ッキング、

オーディ ッ ト 、 プロセス管理、 ト ランザクシ ョ ン  オブジェク ト 、 およびパート

ナー情報をテーブルに格納します。 データベース  テーブルには実際のデータへ

のポインタが含まれていて、 実際のデータはシステム  データ  ス ト アの中にあ り

ます。 システム データ  ス ト アは、 すべての共有 Gentran:Server データの保管場

所です。 この リ レーシ ョナル データベースを使用するこ とで、 複数のユーザー

が同じデータにアクセスできるよ うにな り ます。 Gentran:Server では、 ODBC を
使用するこ とで、 異なるベンダーのデータベースを利用できるよ うにします。
関連するデータベースは、 シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータにインス

トールされます。
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システム要件と推奨事項 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンでは、 シングル ワークステーシ ョ ン システムの構成に関する推

奨事項を説明します。 このセクシ ョ ンで推奨されるシステム構成に従えば、
Gentran:Server システムのインス トール、 保守、 管理、 およびサポートがよ り簡

単にな り ます。

参照
Gentran:Server システム  コンポーネン ト との使用が認証されている  Windows およ
びデータベース管理システムのバージ ョ ンを確認するには、 『インス トール準備 
カード』 を参照して ください。
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ハードウェア

推奨されるハード
ウェア

次に、 推奨されるハード ウェアを示します。 本番環境で最高のシステム  パ
フォーマンスを得るには、 こ こに説明する推奨事項に従う よ うにします。 これ
らの推奨事項では、 コンピュータにオペレーティング システム、 データベース

管理システム、 および Gentran:Server のみをインス トールするこ とを前提と して

います。 ソフ ト ウェアを追加する と、 ハード ウェアの増設が必要になる場合が
あ り ます。

ハードウェア 推奨

プロセッサ Pentium III 以上のプロセッサ ( 最低要件 : Pentium II プロ

セッサ ) 高性能のデスク ト ップ用システムではなく、

サーバー用のハード ウェアを購入されるこ とを強くお勧
めします。 サーバー用のハードウェアは、 デスク ト ップ
用のものよ り も信頼性が大幅に高く、 よ り高性能です。
ト ランスレーシ ョ ンやコ ミ ュニケーシ ョ ンを並行して行
う必要がある実装では、 マルチプロセッサ サーバーの

導入を検討して ください。

空きディ スク
領域

Gentran:Server の導入に必要なディ スク領域は、 次の計

算で正確に見積もるこ とができます。
( インバウンド  データの総計 × データ保持期間 ) ＋ 
( アウ トバウンド  データ総計 × データ保持期間 ) × 6 ＋ 
500 MB ( システム  オーバーヘッ ド )

例 : 1 日当たり平均で 10MB のインバウンド  データ と、

20MB のアウ トバウンド  データを処理する と します。

データは 14 日間システムに保持しておく ものと します。

この場合、 計算は次のよ うにな り ます。

インバウンド － 10MB X 14 日間 = 140MB
アウ トバウンド － 20MB X 14 日間 = 280MB

------
420MB
X  6
------
2620MB
+500MB
------
3120MB 
(3.2GB)

( 次のページへ続く )
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メモ リ  (RAM) この場合も、 必要なメモ リ容量は、 ト ランスレーシ ョ ン
の対象となるデータの量から見積もるこ とができます。
見積りに使用する式は、 (1 日に処理する入力データ量 )
＋ (1 日に処理する出力データ量 ) とな り ます。 これは、

処理されるデータが 1 日を通じて分散されているこ とを

前提と しています。

データを 4 時間以内に処理しなければならない場合、

必要なメモ リ容量については 1 行下の値を参照して くだ

さい。

1 日に出力される

データの量 必要最小限の RAM 容量

25MB データ未満 64MB RAM

25MB - 50MB データ 128MB RAM

50MB - 100MB データ 256MB RAM

> 100MB データ 単独サーバーまたは分散
バージ ョ ンの Gentran:Server 
へのアップグレードを検討
して ください。

CD-ROM 推奨します。

マウス 推奨します。 ( またはその他のポインティング装置 )

モニタ SVGA 256 カラー モニタ  ( アプリ ケーシ ョ ン インテグ

レーシ ョ ンおよびフォーム インテグレーシ ョ ンでは、

17 インチ、 1024 × 768 の解像度のものを推奨 )

メモ
Gentran:Server を適切に表示するには、 モニタでは 
800x600 ピクセルの解像度がサポート されているこ とが
必要です。

コミ ュニケー
ショ ンズ

外部とのコ ミ ュニケーシ ョ ンをサポートするモデム

 ( 続き )
ハードウェア 推奨
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オペレーティング システム

必要なオペレーティ
ングシステム

シングル ワークステーシ ョ ンのコンピュータでは、 Windows 2000 Server、
Windows 2003 Enterprise Edition、 Windows 2003 Standard Edition、 または Windows 
2000 Professional がインス トールされているこ とが必要です。

参照
Gentran:Server システム  コンポーネン ト との使用が認証されている  Windows の
バージ ョ ンを確認するには、 『インス トール準備 カード』 を参照して ください。
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データベース

データベース要件 リ レーシ ョナル データベース管理システム (RDBMS) をインス トールしておく必

要があ り ます。

参照
Gentran:Server と と もに使用できるデータベース製品管理システムについては、
『インス トール準備 カード』 を参照して ください。 使用するデータベースのイン
ス トールの要件および推奨事項については、 このマニュアルのデータベースに
関する付録を参照して ください。

ODBC の要件 コンピュータには、 使用する  RDBMS 用の適切なド ライバと と もに、 ODBC 
(Open Database Connectivity) をインス トールしておく必要があ り ます。

Gentran:Server では、 ODBC を使用するこ とで、 異なるベンダーのデータベース

を利用できるよ うにします。 通常、 ODBC と適切なド ライバは、 RDBMS と と も

にインス トールされます。

参照
Gentran:Server システム  コンポーネン ト との使用が認証されている  データベース
管理システムおよび ODBC ド ラ イバのバージ ョ ンを確認するには、 『インス トー
ル準備 カード』 を参照して ください。
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インストール後のセキュリテ ィに関する推奨事項

はじめに Gentran:Server のセキュ リ ティ機能を使用する と、 不正なアクセスからデータを

保護する と同時に、 権限のあるユーザーには容易なアクセスを提供できます。
また、 Gentran:Server のセキュ リ ティ機能を使用すれば、 Windows オペレーティ

ング システムとデータベース製品の統合機能を利用するこ と もできます。

このセクシ ョ ンでは、 Gentran:Server セキュ リ ティの構成に関する推奨事項を示

します。 セキュ リ ティの構成は、 Gentran:Server をインス トールした後で行いま

す (Gentran:Server のセキュ リ ティ設定の詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「シ

ステム構成 – [ セキュ リ ティ ] タブ 」 を参照して ください )。 推奨事項に従って

セキュ リ ティ を構成すれば、 ユーザーが容易に Gentran:Server にアクセスできる

よ うに設定できます。

セキュリティ  モード Gentran:Server では、 3 つのセキュ リ ティ  モードがサポート されています。

" 統合 "、 " 混合 "、 および " 標準 "。

推奨事項
Gentran:Server とデータベースのセキュ リ ティ  モードは同じにしておく こ とをお
勧めします。 また、 Oracle データベースを使用する場合を除き、 " 統合 " セキュ
リ ティ  モード を使用するこ と をお勧めします。 Oracle データベースでは、 " 標準 " 
セキュ リ ティ  モードを使用しなければなり ません。

統合 " 統合 " セキュ リ ティ  モード  ( 推奨 ) では、 暗号化パスワード、 パスワードの有

効期間の設定、 ド メ イン全体のユーザー アカウン ト などといった、 Windows オ
ペレーティング システムのセキュ リ ティ機能を利用できます。 このモードでは、

Gentran:Server と  Windows のユーザー ID が同じであれば、 ユーザーが 
Gentran:Server へのサイン オンを要求されるこ とはあ り ません。 このモードで

は、 1 つのシステムのみが構成されている場合、 ログインに失敗するか、 ユー

ザーが Windows からログアウ ト し、 別のユーザーがログインする場合を除き、

別のユーザーと して Gentran:Server にログインする機会は与えられません。 ログ

インに失敗した場合、 [ ログイン ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 システムに

アクセスできるよ うにな り ます。

( 次のページへ続く )
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混合 " 混合 " セキュ リ ティ  モードでは、 ログインのたびに Gentran:Server の [ ログイ

ン ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 入力を求められます。 既定値は、 Windows 
のユーザー名です。 ユーザーの Gentran:Server ユーザー ID が Windows のユー

ザー ID と同じ場合は、 [ ログイン ] ダイアログ ボッ クスで [OK] をク リ ッ ク しま

す。 この場合は、 パスワードの検証は行われず、 ユーザーは Gentran:Server にロ

グインできます。 既定のユーザー名を変更した場合は、 パスワードの入力を求
められ、 Gentran:Server にログインする前に検証が行われます。 このモードを使

用する と、 自分のユーザー ID を使用して簡単にログインできますが、 別のユー

ザーと してのログインも可能とな り ます。

標準 " 標準 " セキュ リ ティ  モードでは、 毎回 Gentran:Server へのログインを行う必要

があ り ます。 [ ログイン ] ダイアログ ボッ クスでは、 Windows のユーザー名が既

定値と して表示されます。

推奨される
セキュリテ ィ方針

次に、 セキュ リ ティの構成に関する推奨事項を示します。

◗ Gentran:Server と と もに使用するデータベースには、 同じセキュ リ ティモー
ド  (" 統合 "、 " 混合 "、 または " 標準 ") を設定して、 データベースへ個別に
ログオンしな くてもいいよ うにします。

◗ SQL サーバーの場合、 " 統合 " セキュ リ ティ  モードを使用して、 暗号化パス
ワード、 パスワードの有効期間の設定、 ド メ イン全体のユーザー アカウン
ト などの、 Windows オペレーティング システムのセキュ リ ティ機能を利用
できるよ うにします。

◗ Oracle の場合、 " 標準 " セキュ リ ティ  モードを使用するこ とが必要です。

◗ " 統合 " セキュ リ ティモードで Gentran:Server を実行する場合は、 各ユーザー
の Gentran:Server ユーザー ID を、 Windows ユーザー ID と同一に設定する必
要があ り ます。 これによ り、 ユーザーは Gentran:Server へログオンしな くて
もすむよ うにな り ます。
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概要 0

はじめに

本章の内容 この章には、 Gentran:Server をシングル ワークステーシ ョ ン システム (1 台のコ

ンピュータ ) にインス トールする場合に必要な情報が記載されています。

メモ
初めて Gentran:Server をインス トールした後には、 システムの起動、 システムへ
のユーザーの追加、 コ ミ ュニケーシ ョ ン  ポートの作成、 インス トールの検証な
ど、 ほかの実装作業を行う必要があ り ます。

次のセクシ ョ ンには、 インス トールを計画する場合や Gentran:Server を初めてイ

ンス トールする場合に必要な情報が記載されています。

推奨事項
セッ ト アップ プログラムを使って Gentran:Server をインス トールする前に、 これ
らの作業を行ってください。

前提条件 この章では、 適切な Windows オペレーティング システムに加え、 SQL Server ま
たは Oracle がコンピュータにすでにインス トール済みである と想定しています。

参照
Gentran:Server でサポート されているオペレーティング システムやデータベース
管理システムのバージ ョ ンについては、 『インス トール準備 カード』 を参照して
ください。

またこのインス トールでは、 Windows、 および SQL Server や Oracle の用語や機

能について基本的に理解しており、 データベース管理者 (DBA) やシステム管理

者にアクセスできるこ とを前提条件と しています。
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シングル ワークステーシ ョ ンの概要

はじめに シングル ワークステーシ ョ ンは 1 台のコンピュータで構成されるシステムです。

このシステムでは、 Gentran:Server の必要なコンポーネン トがすべて 1 台のコン

ピュータにインス トールされます。

このコンピュータに Gentran:Server をインス トールするには、 セッ ト アップ プロ

グラムの [ 新規の Gentran:Server システムを作成 ] オプシ ョ ンをオンにして、 こ

のコンピュータをプライマ リ  Gentran システム コン ト ローラにします。

シングル 
ワークステーシ ョ ン 
システムの例

次の図は、 1 台のコンピュータがすべての Gentran:Server インス トール コンポー

ネン ト を含む、 シングル ワークステーシ ョ ン システムの例を示しています。

プライマリ  Gentran システム コン ト ローラ

システム
データ
ストア

データベース

Windows 2000 Server または 

Gentran:
Server

Windows 2000 Professional

Gentran:Server コンポーネン ト :
■ プロセス コン ト ローラ  ( 既定値 )
■ クライアン ト  アクセス コンポーネン ト

 
■ インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト
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インストール プロセス

プロセス 次の表に、 シングル ワークステーシ ョ ン システムに Gentran:Server をインス

トールする場合に必要な作業をま とめます。 Gentran:Server の大まかなインス

トール手順と して参考にして ください。

作業 説明

1 ユーザーの作成と確認 :
シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータで、 新しいユーザー

を追加し、 Gentran:Server ユーザーの既存の Windows ログインを

確認します。

2 Windows グローバル グループの作成とユーザーの追加 :
シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータで、 すべての 
Gentran:Server ユーザーを含むグローバル グループを作成し、 作

成したグループに Gentran:Server ユーザーの Windows ログインを

追加します。

3 Windows ローカル グループの作成とグローバル グループへのア

クセスの許可 :
シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータで、 作成したグロー

バル グループを含むローカル グループを作成します。

4 Windows ユーザー権利のローカル グループへの追加 :
シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータで、 ローカル グルー

プに Gentran:Server で必要なユーザー権利を付与します。

5 システム  データ  ス ト ア フォルダの作成および共有設定 :
Gentran:Server をインス トールする前に、システム  データ  ス ト ア 
フォルダを作成して、 作成したユーザー グループで共有できる

よ うに設定する必要があ り ます。

6 データベースのインス トールおよび構成 :
詳細な手順については、 使用しているデータベース管理システ
ムの種類に対応する付録を参照して ください。

7 Gentran:Server のインス トール :
セッ ト アップ プログラム (Gentran:Server のインス トール CD) を
使用して、 Gentran:Server をインス トールします。

( 次のページへ続く )
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8 オプシ ョ ン パッ クのインス トール :
オプシ ョ ン パッ クのセッ ト アップ プログラム (Gentran:Server 
Option Pack CD) を使用して、 購入した Gentran:Server オプシ ョ ン

をシングル ワークステーシ ョ ン コンピュータにインス トールし

ます。

メモ
Gentran:Server オプシ ョ ン パッ ク  ソフ ト ウェアをインス トール
するための CD キーは、 Gentran:Server 製品と と もに出荷された
パッキング リ ス トに記載されています。

9 Gentran Standards のインス トール :
インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト を選択した場合は、 適切な 
Standards CD のセッ ト アップ プログラムを使用して、 Gentran 
Standards をインス トールします。

10 Gentran:Server システムの起動 :
Gentran:Server エグゼクティブ サービスがコンピュータでまだ起

動していない場合は、 Gentran:Server を使用する前に起動する必

要があ り ます。

11 セキュ リ ティの実装 :
Gentran:Server のセキュ リ ティ  モードを指定し、 システムにユー

ザーを追加します。

12 コ ミ ュニケーシ ョ ンズの導入 :
コンピュータにモデムと共有を設定します。

参照
詳細については、 関連するマニュアルを参照して ください。

13 インス トールの検証 :
これらのステップで、 インス トールを検証するこ とができます。

 ( 続き )
作業 説明
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新規インストール チェ ックリス ト

はじめに このセクシ ョ ンにはインス トール前チェッ ク リ ス トがあ り ます。 Gentran:Server 
をインス トールする前にすべてチェッ ク し、 準備に役立ててください。

サーバー チェ ック

リス ト

次のチェッ ク リ ス トで、 インス トールするシステム  コンポーネン ト と、 コン

ピュータ内で Gentran:Server のインス トール コンポーネン ト を配置する場所を決

定します。

メモ
将来使用できるよ うに、 次のワークシートのコピーをとって ください。 「推奨」
の欄には、 推奨される設定が記入されています。。

番号 確認項目 推奨

1 Gentran:Server をインス トールするコン

ピュータの名前を記入して ください。

メモ
コンピュータ名は、 [ マイ  コンピュータ ] 
の [ プロパティ ] の [ ネッ ト ワーク  ID] タ
ブに表示されます。

2 システム データ  ス ト アを配置する場所

を記入して ください。

推奨事項
¥¥MACHINE¥SharepointFolder のよ うに、
汎用命名規則 (UNC) に従ったパス名を指
定して ください。

メモ
システム データ  ス ト アは、 すべての共
有 Gentran:Server データの保管場所にな
り ます。 シングル ワークステーシ ョ ンの
場合は、 コンピュータ上にシステム  デー
タ  ス ト アが常駐します。 既定値の 
"GENSRVNT" フォルダの使用をお勧めし
ます。

¥¥GentranMACHINE1¥
GENSRVNT
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Windows の構成 0

概要

はじめに このセクシ ョ ンの内容を実行するには、 作業を行う人物またはシステム管理者
が Windows にローカル管理者と してログオンする必要があ り ます。

このセクシ ョ ンの
内容

このセクシ ョ ンでは、 Gentran:Server で使用するために Windows を構成する  ( グ
ローバル グループと ローカル グループの作成、 適切なユーザー権限の追加、 お

よびすべてのユーザーへのシステム データ  ス ト アとデータベースへの適切なア

クセスの許可など ) 方法について説明します。 これらの作業は、 指定されている

順序どおりに実行する必要があ り ます。

参照
このセクシ ョ ンに記載されている手順の実行方法については、 Windows のオン
ライン  ヘルプを参照するか、 Microsoft にお問い合わせください。
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Windows の構成方法

プロセス 次の表に、 Gentran:Server で使用するために Windows を構成する作業をま とめ

ます。

次の手順 次に、 Gentran:Server をインス トールする前に、 システム  データ  ス ト ア フォル

ダを作成して、 作成したユーザー グループで共有できるよ うに設定する必要が

あ り ます。

作業 説明

1 ユーザーの作成と確認 :
シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータで、 新しいユーザー

を追加し、 Gentran:Server ユーザーの既存の Windows ログインを

確認します。

2 Windows グローバル グループの作成とユーザーの追加 :
シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータで、 すべての 
Gentran:Server ユーザーを含むグローバル グループを作成し、 作

成したグループに Gentran:Server ユーザーの Windows ログインを

追加します。

3 Windows ローカル グループの作成とグローバル グループへのア

クセスの許可 :
シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータで、 作成したグロー

バル グループを含む GENTRANUSERS という名前のローカル 
グループを作成します。

4 Windows ユーザー権利のローカル グループへの追加 :
シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータで、 ローカル グルー

プに Gentran:Server で必要な次のユーザー権利を付与します。

◗ デバイス  ド ラ イバのロード とアンロード

◗ バッチ ジ ョブと してログオン

◗ サービス と してログオン

◗ ローカルにログオン

◗ ファ イルまたはその他のオブジェク トの所有権の取得
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システム データ  ストア フォルダを作成して共有する方法

システム データ  
ストア フォルダの

作成

こ こで、 コンピュータにシステム  データ  ス ト アが常駐するフォルダを作成し、

GENTRANUSERS グループで共有する必要があ り ます。 こ こでこの処理を行わ

ないと、 インス トール プログラムによって Gentran:Server フォルダが作成された

後で、 そのフォルダを共有するために Gentran:Server のインス トール プロセスを

中断しなければならな くな り ます。 システム  データ  ス ト アの UNC パス名は、

「2 - 6」 のチェッ ク リ ス トで決定しています。

メモ
システム データ  ス ト アを置く場所には、 既定の GENSRVNT フォルダを使用す
るこ とをお勧めします。

システム データ  
ストア フォルダの

共有

また、 システム データ  ス ト アを置いたフォルダ ("GENSRVNT") を  
GENTRANUSERS  グループで共有できるよ うにするこ と も必要です。 このグ

ループに、 ド ラ イブやフォルダへのフル コン ト ロール権限を与える必要があ り

ます。 これによって、 GENTRANUSERS グループ内のユーザーにファ イルを自

由に操作 ( 読み取り、 書き込み、 作成、 削除など ) する権限が与えられます。

また、 ファ イルよ り上のレベル ( フォルダなど ) の権限を設定できるよ うにな り

ます。

メモ
セキュ リ ティ上の理由で、 システム  データ  ス ト アがおかれているコンピュータ
のド ライブ全体にユーザーがアクセスできないよ うにする場合もあ り ます。 こ
の場合はフォルダだけを共有します。

システム データ  
ストア フォルダの

作成

システム データ  ス ト アのフォルダを作成するには、 次の手順に従います。

( 次のページへ続く )

ステップ 操作

1 シングル ワークステーシ ョ ン コンピュータで Windows エクスプ
ローラを開きます。

2 システム データ  ス ト アを配置する ド ラ イブを選択します。

3 「GENSRVNT」 とい う名前の新しいフォルダを作成します。
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システム データ  
ストア フォルダの

共有

GENSRVNT フォルダを共有する方法については、 Windows のマニュアルを参照

して ください。

次の手順 これで、 使用するデータベースのインス トールと構成を行う準備が整いました。

メモ
SQL Server と  Oracle のデータベースの構成に関する情報は、 このマニュアルの
最後にある付録に記載されています。 データベース管理者 (DBA) と と もに該当
する付録を読んで、 必要に応じて変更を行ってください。

参照
詳細については、 このマニュアルの、 使用するデータベースに対応する付録を
参照して ください。
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Gentran:Server のインストール 0

インストール前チェ ックリス ト

はじめに インス トール前チェッ ク リ ス トのほとんどは、 前のセクシ ョ ンで記入がすんで
います。 インス トールを進める前に、 残りの確認項目に対する回答を記入して
ください。 これによって、 インス トールを開始する前に必要な情報がすべて得
られるこ とにな り ます。

ヒン ト
このチェッ ク リ ス ト を使用する前に、 記入しやすいよ うにチェッ ク リ ス ト をコ
ピーし、 インス トール プロセスの際に再度利用できるよ うにするこ とをお勧め
します。

新規システム 
チェ ックリス トの
作成

次の表は、 Gentran:Server システムを新規作成する場合の、 インス トール前の

チェッ ク リ ス トです。

メモ
「推奨」 の欄には、 推奨される設定が記入されています。

番号 確認項目 推奨

1 Gentran:Server をインス トールするこの

コンピュータのフォルダを記入して く
ださい。

参照
この情報は、 [ インス トール先 ] ダイア
ログ ボッ クスで使用します。

C:¥GENSRVNT

2 新規 Gentran:Server システムに付ける名

前を記入して ください。

参照
この情報は、 [ システム名 ] ダイアログ 
ボッ クスで使用します。

GENSYS1

( 次のページへ続く )
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3 システム  データ  ス ト アを置く場所を記

入して ください。

メモ

◗ ¥¥MACHINE¥Sharepoint¥Folder のよ
うに、 UNC パス名を指定して くだ
さい。

◗ このシングル ワークステーシ ョ ン 
システムでは、 データ  ス ト アがこ
のコンピュータに常駐している必
要があ り ます。

参照
この情報は、 [ データ格納先 ] ダイアロ
グ ボッ クスで使用します。

¥¥MACHINENAME¥
GENSRVNT

4 システムで使用する  ODBC データ  ソー

スを記入して ください。

推奨事項
整合性を保つために、 データ  ソースに
はデータベース と同じ名前を付けます。

参照
この情報は、 [ODBC データ  ソース名 ] 
ダイアログ ボッ クスで使用します。

GentranDatabase

5 ◗ SQL Server の場合、 データベース
名を記入して ください。

◗ Oracle の場合、 サービス名か 
SQL*Net 接続文字列 ( 接続名 ) を記
入して ください。

参照

◗ これは、 「Gentran:Server のインス
トール」 で作成したデータベース
です。

◗ この情報は、 データベースを構成
する と きに [ODBC サーバーのセッ
ト アップ ] ダイアログ ボッ クスで
使用します。

GentranDatabase

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
番号 確認項目 推奨
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6 インス トール プログラムでデータベー

スへのアクセスに使用するデータベー
ス  ユーザー ログオンを記入して くだ

さい。

メモ

◗ このログオンは、 データベースに
対する管理権限を持っているこ と
が必要です。 

◗ Oracle システムにインス トールす
る場合は、 データベース管理者 
(DBA) 権限を持っているこ とが必
要です。

◗ これは、 データベース作成者以外
のユーザーがテーブルにアクセス
できるよ うに、 適切なアクセス権
を設定してテーブルをビルドする
場合に必要です。

参照
この情報は、 [ データベース  ログオン ] 
ダイアログ ボッ クスで使用します。

7 このコンピュータにインス トールする  
Gentran:Server コンポーネン ト を記入し

て ください。

参照
この情報は、 [ コンポーネン トの選択 ] 
ダイアログ ボッ クスで使用します。

◗ ク ライアン ト  ア
クセス  コンポー
ネン ト

◗ インテグレー
シ ョ ン コンポー
ネン ト

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
番号 確認項目 推奨
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8 Gentran:Server エグゼクティブ サービス

でプライマ リ  Gentran システム コン ト

ローラへのログオンに使用する  
Windows のユーザー ログオンを記入し

て ください。

メモ

◗ このログオンには、 ローカル コン
ピュータで高度な権限である  
" バッチ ジ ョブと してログオン " 
が割り当てられている必要があ り
ます。

◗ 非ド メ インの形式は 「¥User」 です 
( かっこを入力しないでください )。

参照
この情報は、 [Windows ログオン ] ダイ
アログ ボッ クスで使用します。

推奨事項
現在 Windows へのロ
グオンに使用してい
る、 システム管理者
のログインを使用し
て ください。

9 Gentran:Server エグゼクティブ サービス

でデータベースへのアクセスに使用す
るデータベース  ユーザー ログオンを記

入して ください。

メモ
このデータベース  ログオンは、
Gentran:Server データベース  テーブルへ
のアクセスが許可されている必要があ
り ます。

参照
この情報は、 [ データベース  ログオン ] 
ダイアログ ボッ クスで使用します。

推奨事項
現在 Windows へのロ
グオンに使用してい
る、 システム管理者
のログインを使用し
て ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
番号 確認項目 推奨
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10 既定の Gentran:Server システム管理者に

設定するユーザーを記入して ください。

これによって、 Gentran:Server への最初

のアクセス、 およびサービスの起動と
停止が可能になり ます。

メモ
このユーザーは、 データベースにも設
定されているこ とが必要です。 この作
業は、 使用するデータベース管理製品
に対応するこのマニュアルの付録で
行っています。

参照
この情報は、 [Gentran:Server システム
管理者 ] ダイアログ ボッ クスで使用し
ます。

推奨事項
現在 Windows へのロ
グオンに使用してい
る、 システム管理者
のログインを使用し
て ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
番号 確認項目 推奨
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( 次のページへ続く )

11 データベース  テーブルへのアクセスを

与えるデータベース  ユーザー名または

ユーザー グループ名を記入して くだ

さい。

メモ
このユーザー / グループは有効な ID で
あるこ とが必要です。 有効でない場合、
インス トールを完了するこ とはできま
せん。

◗ SQL Server の場合、 ID は有効な 
Windows のユーザーまたはグルー
プであるこ とが必要です。

◗ Oracle の場合、 ID は有効なユー
ザー ID であるこ とが必要です。
Oracle では Windows グループは認
識されません。

データベース  テーブルのビルド中に 
Gentran:Server のインス トールが失敗し

た場合は、 インス トールを再度開始し、
このエン ト リはブランクのままにして
おいてください。 DBA ID を使用して、

インス トール後にほかのユーザーを
セッ ト アップするこ とができます。

推奨事項
インス トールの際にこの作業を実行し
ておく と、 インス トール後にデータ
ベース管理システムを使用して権限を
与える必要があ り ません。

参照
この情報は、 [ アプ リ ケーシ ョ ン デー
タベース  アクセス ] ダイアログ ボッ ク
スで使用します。

GENTRANUSERS

12 Gentran:Server アイコンのインス トール

先となるプログラム フォルダに付ける

名前を記入して ください。

参照
この情報は、 [ プログラム  フォルダ名 ] 
ダイアログ ボッ クスで使用します。

Gentran:Server

 ( 続き )
番号 確認項目 推奨
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Gentran Standards 
チェ ックリス ト

インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をインス トールする場合は、 Gentran:Server 
のインス トール後に Gentran Standards をインス トールする必要があ り ます。 次に

示すのは、 Gentran Standards のインス トール前のチェッ ク リ ス トです。 「推奨」

の欄には、 推奨される設定が記入されます。

番号 確認項目 推奨

1 CD から  Gentran Standards へアクセス、

Standards をコンピュータのハード  ド ラ

イブにインス トール、 または、 既存の
データベースに ODBC データ  ソースを

マッピングするかを記入して ください。

メモ
Gentran Standards ファ イルをインス トー
ルするには、 約 270MB の空きディ スク
領域が必要です。

参照
この情報は、 [Install Standards] ダイアロ
グ ボッ クスで使用します。

2 standards ファ イル (STANDARD.MDB 
など ) を配置する場所を記入して くだ

さい。

参照
この情報は、 [Standards Destination] ダ
イアログ ボッ クスで使用します。

c:¥GENSRVNT¥
standards

または

Standards CD から

アクセス

3 Gentran Standards データベースで使用す

る  ODBC データ  ソースに付ける名前を

記入して ください。

メモ
この ODBC データソースは新し く作成
されるもので、 Gentran:Server データ  
ソース と同じ名前をつけるこ とはでき
ません。 たとえば、 Gentran:Server デー
タ  ソースの名前が 「GentranDatabase」
の場合、 この名前を Gentran Standard の
インス トールに使用するこ とはできま
せん。

参照
この情報は、 [ スタンダード  データ
ベース ] ダイアログ ボッ クスで使用し
ます。

Gentran Standards
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Gentran:Server セッ トアップ プログラムの使用

はじめに セッ ト アップ プログラム (SETUP.EXE) では、 Gentran:Server をインス トールする

こ とができます。

注意
セッ ト アップ プログラムを実行する前に、 すべての Windows のプログラムを終
了するこ とをお勧めします。

ナビゲーシ ョ ン 次の表に、 セッ ト アップ プログラムのナビゲーシ ョ ンに関する一般的な情報を

ま とめます。

実行する操作 クリ ックするボタン

次のダイアログ ボッ クスへ進む 次へ 

前のダイアログ ボッ クスへ戻る 戻る

セッ ト アップの終了 キャンセル

画面に表示される メ ッセージ
セッ ト アップを中止するかど うかたず
ねる画面が表示されます。

◗ 中止する場合は、 [ 中止 ] をク リ ッ
ク します。

注意
セッ ト アップを中止する と、
インス トールは完了しません。

◗ 中止しない場合は、 [ 継続 ] をク
リ ッ ク します。
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シングル ワークステーショ ン  システムのインスト ール方法

手順 要件
シングル ワークステーシ ョ ン システムのインス トールを完了するには、
Windows にローカル管理者と してログオンする必要があ り ます。

メモ
Gentran:Server をアンインス トールする必要がある場合は、 『管理 ガイ ド』 で 
Gentran:Server のインス トール CD セッ ト アップ プログラムの [ 既存の 
Gentran:Server システムを使用できないよ うにする ] オプシ ョ ンの使用方法を参
照して ください。

シングル ワークステーシ ョ ン システムに Gentran:Server をインス トールするに

は、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 インス トール元のド ライブに Gentran:Server CD を挿入します。

推奨事項
セッ ト アップ プログラムを実行する前に、 ほかのすべての 
Windows プログラムを終了して ください。

2 コンピュータで CD の自動実行が無効になっている場合は、 [ ス
タート ] メニューから  [ ファ イル名を指定して実行 ] を選択して、

次のステップに進みます。 自動実行が有効の場合はステップ 4 に
進みます。

3 次を入力します。

◗ drive:¥ (drive は CD-ROM ド ラ イブに割り当てられている文字 ) 
に続けて 「setup.exe」 と入力します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムによって、 インス トールを手順を追って
ガイ ドするウ ィザードが準備されます。 この準備には数分かかる
こ とがあ り ます。 その後、 [ よ う こそ ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

4 [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 セッ ト アップを進めます。

システムからの応答
README.HTM ファ イルを表示するかど うかを確認する メ ッセー
ジが表示されます。

( 次のページへ続く )
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5 [ はい ] をク リ ッ クする と、 README ファ イルが表示されます。

読み終わったらファ イルを閉じます。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムによって、 インス トール済みのコンポー
ネン トが検索されます。 現在コンピュータにインス トールされて
いる  Gentran:Server のコンポーネン トはないため、 [ インス トール
の選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 [ 新規の Gentran:Server システムを作成する ] オプシ ョ ンを選択

し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
新規インス トール チェッ ク リ ス トが完成していない場合には、 完
成を促すメ ッセージが表示されます。

7 [ はい ] をク リ ッ ク して、 インス トールを続けます。

システムからの応答
[ インス トール先 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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8 既定の GENSRVNT フォルダに Gentran:Server をインス トールする

かど うかによって、 次を実行します。

◗ 既定のフォルダにインス トールする場合は、 [ 次へ ] をク リ ッ
ク します。

◗ 別のフォルダにインス トールする場合は、 [ 参照 ] をク リ ッ ク
してフォルダを選択し、 [OK] をク リ ッ ク して [ 参照 ] ダイア
ログ ボッ クスを閉じます。 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

参照

◗ この情報は、 2 - 11 ページ、 「新規システム作成チェッ ク リ ス
ト 」 のステップ 1 で決定しています。

◗ Windows の場合、 既定のインス トール先フォルダは 
C:¥GENSRVNT です。

システムからの応答
GENSRVNT フォルダは既に作成されていますが、 インス トール先
フォルダがない場合は、 セッ ト アップによってフォルダが作成さ
れます。 [ システム名 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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9 新規システム名を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

参照
システム名は、 2 - 11 ページ、 「新規システム作成チェッ ク リ ス ト 」
のステップ 2 で決定しています。

システムからの応答
[ データ格納先 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

10 リ ス トの項目をク リ ッ ク して ([ パス ] ボッ クスに入力するよ り も

正確です ) このシステムのデータ  ス ト アの場所を選択し、 [ 次へ ] 
をク リ ッ ク します。

推奨事項
データ  ス ト アの場所には GENSRVNT フォルダを使用します。

参照
データ  ス ト アの場所は、 2 - 12 ページ、 「新規システム作成チェッ
ク リ ス ト 」 のステップ 3 で決定しています。

システムからの応答
指定したド ライブまたはフォルダが共有されているこ とが確認さ
れ、 [ODBC データ  ソース名 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

( 次のページへ続く )
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11 このシステムの Gentran:Server で使用する  ODBC データ  ソースの

名前を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

ヒン ト
ODBC データ  ソースでは大文字と小文字が区別されるため、 デー
タ  ソースの名前を正し く入力したこ とを必ず確認してください。

参照
ODBC データ  ソース名は、 2 - 12 ページ、 「新規システム作成
チェッ ク リ ス ト 」 のステップ 4 で決定しています。

システムからの応答
選択した ODBC DSN が検索されます。

12 ODBC DSN が検出されたかど うかによって、 次を実行します。

◗ 検出された場合は、 ODBC データ  ソース構成の変更を促す
メ ッセージが表示されます。

メ モ
[ はい ] をク リ ッ クする と、 [ODBC データ  ソース  アド
ミ ニス ト レータ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
ステップ 13 に進んで、 データ  ソースを変更します。
[ いいえ ] をク リ ッ ク した場合は、 ステップ 15 に進み
ます。

◗ 検出されなかった場合は、 ODBC データ  ソースの新規作成を
促すメ ッセージが表示されます。

メ モ
新しい ODBC DSN を作成しない場合は、 [ いいえ ] をク
リ ッ ク して [ODBC データ  ソースの選択 ] ダイアログ 
ボッ クスに戻り、 別のデータ  ソースを選択します ( ス
テップ 11)。 新しい ODBC DSN を作成する場合は、 [ は
い ] をク リ ッ クする と、 [ODBC データ  ソース  アド ミ ニ
ス ト レータ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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13 [ システム DSN] タブを選択し、 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。 コン

ト ローラの場合、 サービスでデータ  ソースを使用できるよ うに、

system DSN を使う必要があ り ます。

推奨事項
システム DSN の使用を推奨します。 システム DSN を使用するこ
とで、 このコンピュータ上のすべてのユーザーに加え、
Gentran:Server エグゼクティブ サービスでも この DSN を使用でき
るよ うにな り ます。

システムからの応答
[ データソースの新規作成 ] ウ ィザードが表示されます。

14 使用するデータベースの ODBC ド ラ イバをド ライバ リ ス ト から選

択して [ 完了 ] をク リ ッ ク し、 ステップ 15 に進みます。

システムからの応答
[ODBC データソース  サーバー セッ ト アップ ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。 たとえば、 SQL Server を使用している場合は、
[ODBC SQL Server] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

メモ
使用するデータベース管理プログラムとそのバージ ョ ンによって、
このダイアログ ボッ クスは異なるこ とがあ り ます。

( 次のページへ続く )
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15 SQL Server を使って ODBC DSN を作成するには、 次の手順に従い

ます。

◗ DSN の構成の方法については、 SQL Server のマニュアルを参
照して ください。

◗ SQL Server Setup を保存して、 ステップ 17 に進みます。

メモ

◗ SQL Server 以外のデータベースを使用する場合も、 データ
ベースを配置するコンピュータ名を選択し、 データベース名
を入力する必要があ り ます。

◗ ダイアログ ボッ クスに [Use ANSI Quoted Identifiers] オプシ ョ
ンが表示されている場合は、 このオプシ ョ ンをオンにする必
要があ り ます。 オフの場合、 データベースは Gentran:Server と
連動しません。

◗ 既存の Gentran:Server データベース  テーブルが検出された場合
は、 既存のテーブルを置き換えるかど うかを確認する メ ッ
セージが表示されます。 インス トールを続けるには、 [ はい ] 
をク リ ッ ク します。 ク リ ッ クする前に、 既存のテーブルを置
き換えてもよいかど うかを慎重に判断してください。 これら
のテーブルにはデータが含まれている可能性があ り ます。

システムからの応答
[ データベース  ログオン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

次の表に従って、 次に行う操作を決めます。

使用環境 次のステップ

SQL Server ODBC DSN、 または指定し

た DSN が見つからない場合。

ステップ 17

Oracle ド ラ イバを使用するよ うに構成

された DSN が見つかった場合。

ステップ 16

Microsoft for Oracle ド ラ イバを使用す

るよ うに構成された DSN が見つかっ

た場合。

ステップ 16
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16 Oracle データベースを使用しているかど うかによって、 次を実行

します。

◗ Oracle データベースを使用し、[ODBC データソース ] に入力し
た DSN が Oracle ド ラ イバを使用したものである場合は、
[Microsoft ODBC データ  ソース名 ] ダイアログ ボッ クスが表示
されます。

Microsoft for Oracle ODBC ド ラ イバを使用するシステム DSN 
を入力し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

◗ Oracle データベースを使用し、[ODBC データソース ] に入力し
た DSN が Microsoft ド ラ イバを使用したものである場合は、
[Oracle ODBC データ  ソース名 ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

Oracle ODBC ド ラ イバを使用するシステム DSN を入力し、
[ 次へ ] をク リ ッ ク します。

◗ Oracle データベースを使用していない場合は、 次のステップ
に進みます。

システムからの応答
[ データベース  ログオン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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17 次の手順に従います。

◗ [ ユーザー ID] ボッ クスにデータベース管理者のログオンを入
力します。

◗ [ パスワード ] と  [ 確認 ] のボッ クスに適切なパスワードを入力
して、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

参照
これは、 セッ ト アップでデータベース  テーブルのビルドに使用さ
れる管理用データベース  ログオンです。 このデータベース  ログオ
ンは、 2 - 13 ページ、 「新規システム作成チェッ ク リ ス ト 」 のス
テップ 6 で決定しています。

メモ
SQL Server のユーザー ID の場合、 Gentran:Server データベースに
対して管理者権限をもつ SQL 管理者ログインを使用するこ とが必
要です。 このよ う なログインを使用しないと、 データベース  テー
ブルを使用できるユーザーはテーブルの作成者のみになり ます。

システムからの応答
[ コンポーネン トの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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18 インス トールするコンポーネン トのチェッ クボッ クスをオンにし
て、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

参照
この情報は、 2 - 13 ページ、 「新規システム作成チェッ ク リ ス ト 」
のステップ 7 で決定しています。

メモ
すべてのコンポーネン ト をインス トールするこ とをお勧めします。
プロセス  コン ト ローラ  コンポーネン トは、 自動的にプライマ リ  
Gentran システム  コン ト ローラにインス トールされます。

システムからの応答
Gentran:Server 5.0 よ り も前のバージ ョ ンからアップグレードする
場合、 HIPAA 対応にするかど うかを尋ねられます。 これ以外の場
合は、 ステップ 15 に進みます。

メモ
Gentran:Server for Windows では、 オプシ ョ ンと して Health 
Insurance Portability and Accountability Act (HIPAA, Public Law 104-
191) への対応をサポート しています。 これはアメ リ カ合衆国の公
法で、 ヘルスケアに関する ト ランザクシ ョ ンを行うすべての団体
に対し、 全国的な実施ガイ ド ラ インに沿う こ とを義務化するもの
です。 このガイ ド ラインは、 患者の記録に関するプライバシーや
セキュ リ ティ を向上し、 ヘルスケア産業全体における電子コ ミ ュ
ニケーシ ョ ンを簡易化および標準化し、 管理コス ト を削減するこ
とを目標と しています。

参照
Gentran:Server における  HIPAA の使用の詳細については、 『HIPAA 
and NCPDP Compliance Guide』 を参照して ください。
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19 HIPAA 対応にするかど うかによって、 次を実行します。

◗ HIPAA 対応にする場合は、 [ はい ] をク リ ッ クする と、 適切な
コンポーネン トがインス トールされます。 次のステップに進
みます。

メ モ
— [ はい ] をク リ ッ ク して Gentran:Server をインス トールする

と、 このオプシ ョ ンを取り消すには Gentran:Server を削除
しなければなり ません。

— HIPAA 対応にするこ とを選択した場合は、 Gentran:Server 
システムへのアクセスに使用するユーザー ID とパスワー
ドを記録して、 安全な場所に保管してください。

◗ HIPAA 対応にしない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク して次のス
テップに進みます。

システムからの応答
[Windows ログオン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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20 次の手順に従います。

◗ [ ユーザー ID] ボッ クスに、 ネッ ト ワークへの必要なアクセス
権が設定されている  Windows ユーザー ID を入力します。 書式
は、 ド メ イン アカウン トでは "DOMAIN¥User"、 非ド メ イン 
アカウン トでは ".¥User" です。

◗ このユーザー ID の Windows パスワードを  [ パスワード ] ボッ
クスに入力します。 確認のために、 [ 確認 ] ボッ クスにパス
ワードを再度入力します。

◗ [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 次のステップに進みます。

参照

◗ Gentran:Server エグゼクティブ サービスでネッ ト ワーク  リ ソー
スへアクセスするために使用する、 Windows の有効な管理
ユーザー ID とパスワードを入力する必要があ り ます。 この 
Windows ユーザー アカウン トは、 Gentran:Server エグゼクティ
ブ サービスの起動や、 自動処理に使用されます。

◗ この Windows ユーザー ID には、 ローカル コンピュータで高
度な権利である  " バッチ ジ ョブと してログオン " が割り当て
られている必要があ り ます。

◗ 使用するログオンは、 2 - 14 ページ、 「新規システム作成チェッ
ク リ ス ト 」 のステップ 8 で決定しています。

システムからの応答
[ データベース  ログオン ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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21 次の手順に従います。

◗ [ ユーザー ID] ボッ クスに、 データベースへの必要なアクセス
権が設定されているデータベース  ユーザー ID を入力します。

◗ このユーザー ID のパスワードを [パスワード ] ボッ クスに入力
します。 確認のために、 [ 確認 ] ボッ クスにもパスワードを再
入力します。

◗ [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

参照

◗ このログオンは、 2 - 14 ページ、 「新規システム作成チェッ ク リ
ス ト 」 のステップ 9 で決定しています。

◗ このログオンによって、 Gentran:Server エグゼクティブ サービ
スがデータベース  テーブルの情報にアクセスして、 操作でき
るよ うにな り ます。 Gentran:Server からデータベース  テーブル
へのアクセスには、 常にこのログオンが使用されます。

◗ Gentran:Server データベース  テーブルへのアクセスが既に設定
されている、 有効なデータベース管理用ログオンを入力して
ください。

システムからの応答
[Gentran:Server システム管理者 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。
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22 次のボッ クスで設定を行います。

◗ [ ユーザー ID] ボッ クスに、Gentran:Server の管理ユーザー ID を
入力します。

メ モ
このユーザーは、 有効な Windows とデータベースへの
ログオンをもつこ とが必要です。

◗ このユーザー ID のパスワードを [パスワード ] ボッ クスに入力
します。 確認のために、 [ 確認 ] ボッ クスにもパスワードを再
入力します。

◗ [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

参照

◗ Gentran:Server システム管理者に使用するユーザー ログオン
は、 2 - 15 ページ、 「新規システム作成チェッ ク リ ス ト 」 のス
テップ 10 で決定しています。

◗ セッ ト アップ プログラムによって、 この Gentran:Server 管理
ユーザーが作成されます。

システムからの応答
[ アプ リ ケーシ ョ ン データベース  アクセス ] ダイアログ ボッ クス
が表示され、 データベース管理プログラムで既に設定されている
ユーザーまたはユーザー グループに、Gentran:Server データベース  
テーブルへのアクセス権を与えるこ とができます。
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23 作成したユーザーのグループに Gentran:Server データベース  テー

ブルへのアクセスを許可するには、 「GENTRANUSERS」 と入力し

て [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

参照
このグループは、 2 - 16 ページ、 「新規システム作成チェッ ク リ ス
ト 」 のステップ 11 で決定しています。

メモ
このユーザー / グループは有効な ID であるこ とが必要です。 有効
でない場合、 インス トールを完了するこ とはできません。

◗ SQL Server の場合、 ID は有効な Windows のユーザーまたはグ
ループであるこ とが必要です。

◗ Oracle の場合、 ID は有効なユーザー ID であるこ とが必要で
す。 Oracle では Windows グループは認識されません。

データベース  テーブルのビルド中に Gentran:Server のインス トー

ルが失敗した場合は、 インス トールを再度開始し、 このエン ト リ
はブランクのままにしておいてください。 DBA ID を使用して、

インス トール後にほかのユーザーをセッ ト アップするこ とができ
ます。

システムからの応答
[ プログラム フォルダ名 ] ダイアログ ボッ クスが表示され、 ク ラ
イアン ト / インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をプログラム  アイ
コンと してインス トールするプログラム  グループを選択するこ と
ができます。

24 既定のプログラム フォルダ名である  Gentran Server をそのまま使

用して、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

メモ
この情報は、 2 - 16 ページ、 「新規システム作成チェッ ク リ ス ト 」
のステップ 12 で決定しています。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



シングル ワークステーション システムのインストール方法 シングル ワークステーション システムのインストール2 - 34
25 インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をインス トールするよ う選択

したかど うかによって、 次を選択します。

◗ インスト ールする場合は、 新しいマッ プと フィ ールド に使用す
る既定のデータ形式を尋ねられます。 自由な形式を使用する場
合は、 [ はい ] を、 ASCII 文字に対応する形式を使用する場合
は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク します。 ステッ プ 15 に進みます。

メ モ
— 新しいマップやフ ィールドを作成する と、 文字列フ ィール

ドに既定の形式が適用されます。 この形式は、 文字の確認
の基礎とな り ます。 選択した規定の形式が ASCII 文字の
みに対応する場合 ( ほとんどのアメ リ カのユーザー ) は、
自由な形式は必要あ り ません。 既定の形式に ASCII 文字
以外の文字を使用する言語が含まれる場合は、自由な形式 
(0x01 - 0x0FF) を選択します。

— この選択は永久的なもので、 いったん既定の設定を選択す
る と変更するこ とはできません。

◗ インス トールしない場合は、 次のステップに進みます。

システムからの応答
選択した Gentran:Server コンポーネン ト をインス トールする準備が
整ったこ とを知らせ、 インス トールを続けるかど うかを確認する
メ ッセージ ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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26 ◗ [ はい ] をク リ ッ クする と、 インス トールが実行されます。 ス
テップ 29 に進みます。

◗ [ いいえ ] をク リ ッ クする と、 プログラム  フォルダが不明の場
合は、 [ アプ リ ケーシ ョ ン データベース  アクセス ] ダイアロ
グ ボッ クスに戻り  ( ステップ 22)、 プログラム フォルダが指
定されている場合は、 [ プログラム フォルダの選択 ] ダイアロ
グ ボッ クスに戻り ます ( ステップ 23)。

システムからの応答
セッ ト アップでは、 Gentran:Server データベース  テーブルのビル
ド、 ファ イルのコピー、 システム  データ  ス ト ア フォルダの作成、
既定データの挿入、 選択したコンポーネン トのインス トール、 該
当するレジス ト リ  エン ト リの追加、 サービスのインス トール、 プ
ログラム グループおよびプログラム アイコンのビルド  ( ク ラ イア
ン ト  アクセス  コンポーネン ト またはインテグレーシ ョ ン  コン
ポーネン トが選択された場合 ) が実行されます。

[ システム – オーディ ッ ト  ログの削除 ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

27 既定値をそのまま使用して、 [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
Gentran:Server サービスをすぐに開始するかど うかを尋ねる メ ッ
セージが表示されます。

( 次のページへ続く )
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28 Gentran:Server サービスをすぐに開始するかど うかによって、 次を

実行します。

◗ 開始する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

◗ 開始しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク します。 後から手作
業でサービスを再開する必要があ り ます。

参照
Gentran サービスを開始する方法の詳細については、 『管
理 ガイ ド』 を参照して ください。

システムからの応答
以前に Gentran:Server のインス トールとアンインス トールを行った
場合は、 古いデータベース  テーブルの削除および置換を促すメ ッ
セージが表示されます。 ORACLE データベースを使用している場
合は、 Gentran:Server のインス トール前に古いテーブルを手動で削
除する必要のあるこ とを知らせる メ ッセージが表示されます。

◗ エラーが発生しなければ、 ステップ 28 に進みます。

◗ エラーが発生した場合は、 エラーが報告されます。 Install 
Shield のエラー メ ッセージの一覧は、 「InstallShield のエラー
メ ッセージ」 を参照して ください。

メ モ
ステップ 20 で入力した Windows ユーザー ID に、 ロー
カル コンピュータで " バッチ ジ ョブと してログオンす
る " 権限が割り当てられていない場合は、 指定したバッ
クグラウンド  サービスの実行のために、 この権利を設
定する必要のあるこ とが通知されます。 [OK] をク リ ッ
ク してこれらのメ ッセージを確認し、 セッ ト アップの完
了後、 ユーザー ID に権利を設定します。

◗ 次に、 ロ ッ ク されている共有 DLL がないかが確認されます。

( 次のページへ続く )
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29 ロ ッ ク されている共有 DLL があるかど うかによって、 次を実行し

ます。

◗ ある場合は、 コンピュータをすぐに再起動するか、 後で再起
動するかを確認する メ ッセージが表示されます。

a [ いいえ、 後でコンピュータを再起動します ] オプシ ョ ン
を選択して [OK] をク リ ッ クする と、 セッ ト アップ プログ
ラムが終了します。 

b. [ はい、 今すぐコンピュータを再起動します ] オプシ ョ ン
を選択して [OK] をク リ ッ クする と、 コンピュータが再起
動します。

注意
コンピュータを再起動する前に、 実行中のほかのアプリ
ケーシ ョ ンでの作業が保存されているこ とを確認して く
ださい。

◗ ない場合は、 次のステップに進みます。

30 インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をインス トールしたかど うか

によって、 次を実行します。

◗ インス トールした場合は、 Gentran Standards のインス トールを
求める メ ッセージが表示されます。 [OK] をク リ ッ ク してこの
メ ッセージを確認し、 次のページに進みます。

◗ インス トールしなかった場合は、 次のステップに進みます。

システムからの応答
E メールによる通知を設定する必要がある場合は、使用する  MAPI 
プロファ イルの構成が必要である という メ ッセージが表示されま
す。 [OK] をク リ ッ ク します。

参照
詳細については、 メ ッセージ ボッ クスに記載されている  
Gentran:Server のマニュアルを参照して ください。

31 [OK] をク リ ッ ク して、 セッ ト アップを終了します。 これでセッ ト

アップ プログラムが完了し、 シングル ワークステーシ ョ ン シス

テムが作成されました。

メモ
マニュアルを表示するには、 Windows エクスプローラを使
用して Gentran:Server Manual CD のオンライン  マニュアルを
開いてください。

( 次のページへ続く )
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32 これで、 オプシ ョ ン パッ クから必要なオプシ ョ ン コンポーネン ト

をインス トールする準備が整いました。

参照
Gentran:Server のオプシ ョ ン  コンポーネン トのインス トール方法に
ついては、 『オプシ ョ ン パッ ク  インス トール カード』 を参照して
ください。
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Gentran Standards のインストール方法

はじめに メモ
Gentran Standards をインス トールする必要があるのは、 Gentran:Server のインス
トール時にインテグレーシ ョ ン  コンポーネン ト をインス トールした場合にのみ
です。

参照
Gentran Standards のインス トールについては、 該当する 『Gentran:Server Standards 
Card』 を参照して ください。
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Gentran:Server のアップグレード 0

Gentran:Server インストールのアップグレード方法

はじめに Gentran:Server ソフ ト ウェアのアップグレードを受け取った場合は、

Gentran:Server コンピュータで [ 既存のシステムを更新する ] オプシ ョ ンを使用し

ます。

メモ

◗ シングル ワークステーシ ョ ン システムのインス トールを完了するには、
ローカル管理者と して Windows にログオンしている必要があ り ます。

◗ Gentran:Server をアンインス トールする必要がある場合は、 『管理 ガイ ド』 で 
Gentran:Server のインス トール CD セッ ト アップ プログラムの [ 既存の 
Gentran:Server システムを使用できないよ うにする ] オプシ ョ ンの使用方法を
参照して ください。

Gentran:Server for 
RosettaNet の
前提条件

注意
Gentran:Server for RosettaNet は、 Microsoft インターネッ ト  インフォ メーシ ョ ン 
サービス  (IIS) の HTTP 関連のコ ミ ュニケーシ ョ ンに依存しています。 IIS を利
用するには、 Gentran:Server for Windows のダイナミ ッ ク  ラ イブラ リが開いてい
るこ とが必要なため、 インス トール時に IIS が実行されている と  Gentran:Server 
5.0 リ リースのインス トールは失敗します。 このため、 Gentran:Server をインス
トールする前に必ず IIS サービスを停止して ください。 IIS を停止するには、
[World Wide Web Publishing Service] と  [IIS Admin Service] を [ サービス ] ダイアロ
グ ボッ クスで停止します。 各サービスを リ ス トから選択し、 [ 停止 ] ボタンをク
リ ッ ク します。

[ スタート ] メニューから、 [ 設定 ] > [ コン ト ロール パネル ] > [ 管理ツール ] を
選択し、 [ インターネッ ト  サービス  マネージャ ] を選択して、 [ インターネッ ト  
サービス ] ダイアログ ボッ クスを開く こ とができます。

メモ
Gentran:Server for RosettaNet を使用していて、 Gentran:Server for Windows 
5.0 にアップグレードする場合は、 Gentran:Server for Windows 5.0 と  
Gentran:Server for RosettaNet 5.0 のインス トール後に行わなければならない
作業があ り ます。 これらのインス トール後の作業のために、 時間をあけて
おいてください。

参照
これらのインス トール後の作業については、 『Gentran:Server for RosettaNet 
Installation Card』 の 「How to Upgrade Gentran:Server for RosettaNet」 を参照
して ください。

( 次のページへ続く )
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失敗したインス トー
ルのト ラブルシュー
テ ィング

セッ ト アップでは、 実行されたすべてのスク リプ ト  コマンドのログが保持され

ています。 自動回復によって、 インス トール プロセスのどの時点でエラーが発

生したかが判断され、 その時点からインス トールが再開されます。 これによっ
て、 前に実行されたコマンドが取り消されるこ とはあ り ません。 次に示すのは、
自動回復によって復旧されたエラーの例です。

◗ ク ラ ッシュしたか、 誤って電源から抜かれたデータベース  サーバー

◗ ネッ ト ワーク  エラー

◗ 停電

アップグレード前の
データベースの
バックアップ

Gentran:Server をアップグレードする前に、 データベース、 データ  ス ト ア、 およ

び Windows レジス ト リ など、 Gentran:Server システムすべてを同期バッ クアップ

するこ とを推奨します。 バッ クアップ終了後に、 整合性を確認して ください。

テスト  コンピュータ

のアップグレード

本番環境で Gentran:Server システムをアップグレードする前に、 まずテス ト  コン

ピュータアップグレードを行い、 その後本番システムに移行するこ とを推奨し
ます。

手順 Gentran:Server をアップグレードするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 アップグレード  ファ イルの日付が既存のファイルの日付以前の場

合、 ファ イルはコピーされません。 アップグレード  ファ イルの日

付が既存のファイルの日付よ り も新しい場合は、 新しいファ イル
で上書きされます。

したがって、 カスタマ サポートから提供されたホッ ト フ ィ ッ クス

を Gentran:Server システムに適用した場合は、 ホッ ト フ ィ ッ クスの

更新日とアップグレードするバージ ョ ンの リ リース日を確認して
ください。 ホッ ト フ ィ ッ クスのバージ ョ ンの日付がリ リース日よ
り新しい場合、 アップグレードの前に手作業でホッ ト フ ィ ッ クス
を削除する必要があ り ます。

( 次のページへ続く )
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2 セッ ト アップ プログラムを実行する ド ラ イブに Gentran:Server CD-
ROM を挿入します。

注意

◗ セッ ト アップ プログラムは、 Gentran:Server をアップグレード
するコンピュータで実行して ください。

◗ Gentran:Server for RosettaNet がインス トールされている場合
は、 「Gentran:Server for RosettaNet の 前提条件」 のセクシ ョ ン
にある前提条件の注意の部分を参照して ください。

推奨事項
セッ ト アップ プログラムを実行する前に、 ほかのすべての 
Windows プログラムを終了して ください。

3 コンピュータで CD の自動実行が無効になっている場合は、 [ ス
タート ] メニューから  [ ファ イル名を指定して実行 ] を選択して、

次のステップに進みます。 自動実行が有効の場合はステップ 5 に
進みます。

4 ◗ drive:¥ (drive は CD-ROM ド ラ イブに割り当てられている文字 ) 
に続けて 「setup.exe」 と入力します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
セッ ト アップによって、 インス トール プログラムを手順を追って
ガイ ドするウ ィザードが準備されます。 これには数秒かかる場合
があ り ます。 その後、 [ よ う こそ ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
README.HTM ファ イルを表示するかど うかを確認する
メ ッセージが表示されます。

6 ファ イルを表示するには [ はい ] をク リ ッ ク します。 読み終わっ

たら ドキュ メン ト を閉じます。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムがインス トール プロセスを続行し
ます。

( 次のページへ続く )
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7 現在 Gentran:Server エグゼクティブ、 Gentran:Server メールボッ ク

ス、 Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービス、 または 
Gentran オーディ ッ ト通知サービスを実行しているかど うかによっ

て、 次を実行します。

メモ
Gentran:Server for RosettaNet がインス トールされている場合
は、 World Wide Web Publishing サービス、 SMTP (Simple Mail 
Transport Protocol) サービス、 FTP Publishing サービス、 また
は IIS Admin サービスの停止を促すメ ッセージが表示される
こ とがあ り ます。

◗ 実行している場合は、 インス トールを続行できるよ うにサー
ビスを停止するよ うに求められます。 [ はい ] をク リ ッ ク し
て、 各サービスを停止し、 次のステップに進みます。

◗ 実行していない場合は、 ステップ 8 に進みます。

メモ
必要なサービスを停止しないこ とを選択する と、 インス トールを
終了するよ うにという内容のメ ッセージが表示されます。

( 次のページへ続く )
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8 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムによって、 インス トール済みのコ
ンポーネン トが検索されます。 このコンピュータには現在 
Gentran:Server コンポーネン トがインス トールされているた
め、 古いバージ ョ ンの Gentran:Server が検出されたこ とが示
され、 新しいバージ ョ ンにアップグレードするかを確認す
る メ ッセージか、 次のダイアログ ボッ クスが表示されます。

次のステップに進みます。

( 次のページへ続く )
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9 コンピュータに Gentran:Server の以前のバージ ョ ンが検出されたと

いう メ ッセージが表示されたかど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示された場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

◗ 表示されなかった場合 ([ インスト ールの選択 ] ダイアログ  ボッ
ク スが表示された場合 ) は、 [ 既存のシステムを更新する ] を
選択して、 [ 次へ ] をク リ ッ ク し 、 セッ ト アッ プを続行します。

システムからの応答
現在のインス トールをアップグレードする準備ができたこ
とを知らせる メ ッセージ ダイアログ ボッ クスが表示され、
次の作業が完了しているかを確認する メ ッセージが表示さ
れます。

◗ インス トール手順の確認

◗ Gentran:Server ファ イルのバッ クアップの正常終了

◗ Gentran:Server データベースのバッ クアップの正常終了

推奨事項
Windows レジス ト リ を含む完全なシステムのバッ クアップを行い、
結果を確認するこ とをお勧めします。

( 次のページへ続く )
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10 続行するかど うかによって、 次を実行します。

◗ 続行する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク して、 インス トールを続
行します ( ステップ 17 に進みます )。

◗ 続行しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク して、 [ インス トール
の選択 ] ダイアログ ボッ クスに戻り、 別のインス トール オプ
シ ョ ンを選択します ( ステップ 8)。

システムからの応答
指定したシステムが検索されます。 [Windows ログオン ] ダイアロ
グ ボッ クスが表示されたら、 Gentran:Server エグゼクティブ サー
ビスでネッ ト ワーク  リ ソースへのアクセスに使用する有効な 
WIndows 管理者ユーザー ID およびパスワードを入力します。 こ
の Windows ユーザー アカウン トは、 Gentran:Server エグゼクティ
ブ サービスの起動や、 自動処理に使用されます。

( 次のページへ続く )
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11 ◗ [ ユーザー ID] ボッ クスに、 ネッ ト ワークへの必要なアクセス
権が設定されている  Windows ユーザー ID を入力します。 書式
は、 ド メ イン アカウン トでは "DOMAIN¥User"、 非ド メ イン 
アカウン トでは ".¥User" です。

◗ ユーザー ID の Windows パスワードを [ パスワード ] ボッ クス
に入力します。 確認のために、 [ 確認 ] ボッ クスにパスワード
を再度入力します。

◗ [ 次へ ] をク リ ッ ク し、 次のステップに進みます。

システムからの応答
プライマ リ  コン ト ローラの場合は、 データベース  テーブルをアッ
プグレードする必要があるため、 [ データベース  ログオン ] ダイ
アログ ボッ クスが表示されます。

メモ
これは、 セッ ト アップでデータベース  テーブルのビルドに使用す
る管理用データベース  ログインです。

メモ
この Gentran:Server システムで Oracle がインス トールされている
場合は、 スキーマが変更されないよ うに、 テーブルのスキーマ所
有者を使用する必要があ り ます。

ステップ 12 に進みます。

( 次のページへ続く )
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12 ◗ [データベース  ログオン] ダイアログ ボッ クスの [ユーザー ID] 
ボッ クスに、 データベース管理者のログオンを入力します。

◗ [ パスワード ] と  [ 確認 ] のボッ クスに適切なパスワードを入力
し、 [ 次へ ] をク リ ッ ク してステップ 13 に進みます。

メモ
SQL Server のユーザー ID の場合、 Gentran:Server データベースに
対して管理者権限をもつ SQL 管理者ログインを使用するこ とが必
要です。 このよ う なログインを使用しないと、 データベース  テー
ブルを使用できるユーザーはテーブルの作成者のみになり ます。

システムからの応答
Gentran:Server の以前のバージ ョ ンからアップグレードする場合、
HIPAA 対応にするかど うかを尋ねられます ( 次のステップに進み
ます )。 アップグレードではない場合は、 ステップ 14 に進みます。

メモ
Gentran:Server for Windows では、 オプショ ンと して  Health Insurance 
Portability and Accountability Act (HIPAA, Public Law 104-191) への対
応をサポート しています。 この法律は、 ヘルスケアに関する ト ラ
ンザクシ ョ ンを行うすべての団体に対し、 全国的な実施ガイ ド ラ
インに沿う こ とを義務化するものです。 このガイ ド ラインは、 患
者の記録に関するプライバシーやセキュ リ ティ を向上し、 ヘルス
ケア産業全体における電子コ ミ ュニケーシ ョ ンを簡易化および標
準化し、 管理コス ト を削減するこ とを目標と しています。

参照
Gentran:Server における  HIPAA の使用の詳細については、 『HIPAA 
and NCPDP Compliance Guide』 を参照して ください。

13 HIPAA 対応にするかど うかによって、 次を実行します。

◗ HIPAA 対応にする場合は、 [ はい ] をク リ ッ クする と、 適切な
コンポーネン トがインス トールされます。 次のステップに進
みます。

メ モ
HIPAA 対応にするこ とを選択した場合は、 Gentran:Server シ
ステムへのアクセスに使用するユーザー ID とパスワードを
記録して、 安全な場所に保管してください。

◗ HIPAA 対応にしない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク して次のス
テップに進みます。

( 次のページへ続く )
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14 インテグレーシ ョ ン コンポーネン トのインス トールを選択し、 5.0 
以前の Gentran:Server システムから  5.x システムにアップグレード

するかど うかによって、 次を実行します。

◗ アップグレードする場合は、 新しいマップとフ ィールドに使
用する既定のデータ形式を尋ねられます。 自由な形式を使用
する場合は、 [ はい ] を、 ASCII 文字に対応する形式を使用す
る場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク します。 ステップ 15 に進み
ます。

メ モ
— 新しいマップやフ ィールドを作成する と、 文字列フ ィール

ドに既定の形式が適用されます。 この形式は、 文字の確認
の基礎とな り ます。 選択した規定の形式が ASCII 文字の
みに対応する場合 ( ほとんどのアメ リ カのユーザー ) は、
自由な形式は必要あ り ません。 既定の形式に ASCII 文字
以外の文字を使用する言語が含まれる場合は、自由な形式 
(0x01 - 0x0FF) を選択します。

— この選択は永久的なもので、 いったん既定の設定を選択す
る と変更するこ とはできません。

◗ アップグレード しない場合は、 ステップ 15 に進みます。

システムからの応答
アップグレードの続行を確認する メ ッセージが表示されます。

15 アップグレードを続行するには [ はい ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムによって、 次の処理が行われます。

◗ 以前コンピュータにインス トールしたコンポーネン トのアッ
プグレード

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ン スク リプ トのアップグレード

◗ システム ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トのアップグレード

◗ 必要に応じて、 レジス ト リ  エン ト リの追加

◗ 必要に応じて、 データベース  テーブルの追加またはアップ
デート

◗ 必要に応じて、 プログラム グループとアイコンのビルド

◗ 既存のファ イルとアップグレード  ファ イルの日付とバージ ョ
ンの確認 

メモ
データベースのサイズによって、 アップグレード処理には数分か
ら最大 2 時間までかかるこ とがあ り ます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



Gentran:Server インストールのアップグレード方法 シングル ワークステーシ ョ ン システムのインストール2 - 50
16 エラーが発生したかど うかを確認します。 発生したかど うかに
よって次を実行して、 ステップ 17 に進みます。

◗ プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラでエラーが発生し
た場合は、 セッ ト アップの再実行時に、 自動回復を実行して
データベースを復元するこ とを求める メ ッセージが表示され
ます。 [ はい ] をク リ ッ ク して、 自動回復を実行します。

メ モ
自動回復を実行しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク し
ます。 次に、 C: ド ラ イブのルート  フォルダから  
"gupgrade.log" ファ イルを削除します。 

注意
エラーの原因になった問題 ( データベースのク ラ ッ
シュ、 ネッ ト ワーク  ダウンなど ) を解決してから、 セッ
ト アップを再実行します。

参照
Install Shield のエラー メ ッセージのリ ス トについては、
『インス トール ガイ ド』 の付録 「インス トールの ト ラブ
ルシューティング」 を参照して ください。

◗ エラーが発生しなかった場合、 アップグレード  インス トール
の完了を知らせる メ ッセージが表示されます。

17 ロ ッ ク されている共有 DLL がある という メ ッセージが表示された

かど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示された場合は、 コンピュータをすぐに再起動するか、 後
で再起動するかを尋ねる メ ッセージが表示されます。 ステッ
プ 18 に進みます。

◗ 表示されなかった場合は、 ステップ 19 に進みます。

( 次のページへ続く )
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18 今すぐコンピュータを再起動するかど うかによって、 次を実行し
ます。

◗ 再起動する場合は、 [ はい、 今すぐコンピュータを再起動しま
す ] オプシ ョ ンをオンにして [OK] をク リ ッ クする と、 コン
ピュータが再起動します。

◗ 再起動しない場合は、 [ いいえ、 後でコンピュータを再起動し
ます ] オプシ ョ ンをオンにして [OK] をク リ ッ クする と、 セッ
ト アップ プログラムが終了します。

注意
コンピュータを再起動する前に、 実行中のほかのアプリ ケーシ ョ
ンでの作業が保存されているこ とを確認して ください。

システムからの応答
セッ ト アップで停止したサービスを再開するかを尋ねる メ ッセー
ジが表示されます。

メモ
Gentran:Server をアップグレードする場合、 コア インス トール 
(RosettaNet サービスなど ) に含まれないすべての Gentran サービス
は、 そのサービスをインス トールした特定のオプシ ョ ンのコン
ポーネン ト をアップグレードするまで、 開始されません。

19 セッ ト アップで停止したサービスをすぐに開始するかど うかに
よって、 次を実行します。

◗ 開始する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク します。

◗ 開始しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク します。 後から手動
でサービスを再開する必要があ り ます。

参照
Gentran サービスを開始する方法の詳細については、 『管
理 ガイ ド』 を参照して ください。

システムからの応答
インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をロード した場合、 Standards 
CD から該当する  Gentran:Server Standards をインス トールする必要
がある という メ ッセージが表示されます。

参照
詳細については、 該当する 『Gentran:Server Standards Card』 を参照
して ください。

( 次のページへ続く )
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20 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
E メール通知を設定するには、 使用する  MAPI プロファ イルを設
定する必要がある という メ ッセージが表示されます。

参照
詳細については、 Manual CD の 『MAPI ゲート ウェイ設定 ガイ ド』
を参照して ください。

21 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
以前にオプシ ョ ンのコンポーネン ト をインス トールしてある場合
は、 Option Pack CD を使用してこれらのコンポーネン ト をアップ
グレードする必要がある という内容のメ ッセージが表示されます。

参照
詳細については、 『オプシ ョ ン パッ ク  インス トール カード』 を参
照して ください。

22 [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
システムに Gentran:Server のエクステンシ ョ ンやゲート ウェイがイ
ンス トールされている場合、 最新の Gentran:Server のリ リース と互
換性を保つために、 これらをアップグレード しなければならない
場合がある という警告が表示されます。

参照
詳細については、 エクステンシ ョ ンのインス トール用マニュアル、
または 『オプシ ョ ン パッ ク  インス トール カード』 を参照して く
ださい。

23 [OK] をク リ ッ ク して、 セッ ト アップを終了します。

システムからの応答
インス トールが完了したこ とを伝える メ ッセージが表示さ
れます。

メモ
インテグレーシ ョ ン コンポーネン ト をアップグレード した
場合は、 Gentran Standards の読み込みを促すメ ッセージが表
示されます。

( 次のページへ続く )
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24 [OK] をク リ ッ ク して、 セッ ト アップを終了します。 これで、 既存

のシステムのアップグレードが完了し、 オプシ ョ ン  パッ クのオプ

シ ョ ンのコンポーネン ト をアップグレードする準備ができました。

参照
Gentran:Server のオプシ ョ ン  コンポーネン トのインス トール方法に
ついては、 『オプシ ョ ン パッ ク  インス トール カード』 を参照して
ください。
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はじめに

本章の内容 この章では、 Gentran:Server を初めてインス トールした後に実行する必要がある

作業について説明します。
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Gentran:Server システムの起動方法

はじめに システムを初めてインス トールした後で Gentran:Server をまだ起動していない場

合は、 こ こで起動を行います。

メモ

◗ システムを起動するには、 Windows の管理者権限と  Gentran:Server の管理者
権限が必要です。

◗ HIPAA 対応の Gentran:Server をインス トールし、 パスワードで保護されたス
ク リーン セーバーがデスク ト ップでアクティブになっていない場合は、 ス
ク リーン セーバーをアクティブにするまで Gentran:Server にログオンするこ
とはできません。

手順 Gentran:Server システムを起動するには、 次の手順に従います。

参照
システムを停止する方法については、 『管理 ガイ ド』 の 「システムの停止方法」
を参照して ください。

ステップ 操作

1 コンピュータで、 システム構成プログラムを起動します。

システムからの応答
システムが停止しているこ とを知らせる、 メ ッセージ ボッ クスが
表示されます。

メモ
使用中のセキュ リ ティ  モードによっては、 Gentran:Server を実行し
ていないと きに Gentran:Server のプログラム ( ク ラ イアン ト通知、
システム構成など ) を起動する と、 [ ログイン ] ダイアログ ボッ ク
スが表示される場合があ り ます。

2 [OK] をク リ ッ ク して、 メ ッセージを確認します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスの ［コン ト ローラ］ タブが表
示されます。

メモ
[ コン ト ローラ ] タブでは、 Windows の起動時に Gentran:Server エ
グゼクティブが自動的に起動するよ うに設定できます。

参照
Gentran:Server エクゼクティブを自動的に起動する方法の詳細につ
いては、 『管理 ガイ ド』 の 「コン ト ローラの設定を変更する方法」
を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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3 [ コン ト ローラ ] ボッ クスに、 プライマ リ  システム コン ト ローラ

の名前が表示されているかど うかによって、 次を実行します。

◗ 表示されている場合は、 ステップ 4 に進みます。

◗ 表示されていない場合は、 [ コン ト ローラ ] ボッ クスにコン ト
ローラ名を入力し、 [ 選択 ] をク リ ッ ク して、 選択したコン ト
ローラの設定と起動 / 停止のコン ト ロールを表示します。

4 [Gentran:Server エクゼクティブ ] ( プライマ リ  システム コン ト ロー

ラ ) の右にある  [ 開始 ] をク リ ッ ク して、 Gentran:Server エクゼク

ティブを初期化し、 システムを開始します。

システムからの応答
Gentran:Server システムが起動し、 Gentran:Server エグゼクティブ
が正し く開始される と、 Gentran ポーラおよび Gentran スケジュー
ラ  の [ 開始 ] ボタンが表示されます。

5 Windows システムの起動時に、 選択したコン ト ローラで 
Gentran:Server エグゼクティブ サービスを開始するかど うかによっ

て、 次を実行します。

◗ 開始する場合は、 Gentran:Server エグゼクティブ イネーブラの
右にある  [ 自動起動 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

◗ 開始しない場合は、 ステップ 6 に進みます。

6 Gentran:Server エグゼクティブ サービスが依存するサービスが、 適

切な順番になっているこ とを確認します。 [ 依存関係 ] をク リ ッ ク

して、 Gentran:Server エグゼクティブの初期化よ り前に起動しなけ

ればならない次のサービスまたは読み込みオーダー グループを選

択します。

1. Gentran オーディ ッ ト通知サービス

2. Gentran:Server メールボッ クス  サービス

3. Gentran:Server コ ミ ュニケーシ ョ ンズ サービス  ( インス トール
されている場合 )

注意
依存関係の変更は慎重に行う必要があ り ます。 変更が適切かど う
かを十分確認してください。

参照
Gentran:Server エクゼクティブ サービスが依存するサービスの詳細
については、 『管理 ガイ ド』 の 「システム管理者の機能」 を参照
して ください。

( 次のページへ続く )
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7 Gentran ポーラ  サービスを開始するかど うかによって、 次を実行

します。

◗ 開始する場合は、Gentran ポーラの右にある  [ 開始 ] をク リ ッ ク
します。

◗ 開始しない場合は、 ステップ 8 に進みます。

メモ
Gentran ポーラを、 Gentran:Server エグゼクティブの開始時に自動
的に開始するよ うに設定できます。 また、 Gentran ポーラでシステ
ムをポーリ ングする間隔も指定できます。

参照
Gentran ポーラを自動的に起動する方法、 およびポーリ ングの間隔
を設定する方法の詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「コン ト
ローラの設定を変更する方法」 を参照して ください。

8 Gentran スケジューラ  サービスを開始するかど うかによって、 次

を実行します。

◗ 開始する場合は、Gentran スケジューラの右にある  [ 開始 ] をク
リ ッ ク します。

◗ 開始しない場合は、 ステップ 9 に進みます。

メモ
Gentran スケジューラを、 Gentran:Server エグゼクティブの開始後
に自動的に開始するよ うに設定できます。 また、 スケジュールさ
れたイベン ト を Gentran スケジューラが確認する間隔も指定でき
ます。

参照
Gentran スケジューラを自動的に起動する方法、 およびスケジュー
ルの間隔を設定する方法の詳細については、 『管理 ガイ ド』 の
「コン ト ローラの設定を変更する方法」 を参照して ください。

9 システムにほかのコン ト ローラがあるかど うかによって、 次を実
行します。

◗ ある場合は、 ステップ 10 に進みます。

◗ ない場合は、 ステップ 13 に進みます。

10 [ コン ト ローラ ] ボッ クスにセカンダ リ  コン ト ローラの名前を入

力するか、 [ 参照 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ ネッ ト ワーク  サーバーの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。 適切なコン ト ローラを選択して、 [OK] をク リ ッ ク します。

11 選択したコン ト ローラの設定および起動 / 停止コン ト ロールを表

示するには、 [ 選択 ] をク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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次の手順 「セキュ リ ティの実装方法」 に進んで、 Gentran:Server を実装します。

12 4 から  9 までの手順を完了します。

13 [OK] をク リ ッ ク して、 システム構成プログラムを終了します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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セキュリテ ィの実装方法

はじめに システム セキュ リ ティは、 システムにログオンできるユーザーや、 ユーザーが

利用できる機能を管理するための手段で、 継続的に行う重要なステップです。
セキュ リ ティによ り、 システムの特定の領域を変更できるユーザーを限定する
こ とで、 データの整合性を守るこ とができます。 Gentran:Server では、 3 つのセ

キュ リ ティ  モードがサポート されています。 " 統合 "、 " 混合 "、 および " 標準 "。

参照
使用するセキュ リ ティ  モードを決定するには、 「インス トール後のセキュ リ ティ
に関する推奨事項」 を参照して ください。

セキュリティ  モード

の指定

セキュ リ ティ  モードの指定には、 システム構成プログラムを使用します。

参照
セキュ リ ティ  モードを変更する方法の詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「シス
テム構成 – [ セキュ リ ティ ] タブ」 を参照して ください。

推奨事項
Gentran:Server とデータベースは、 同じセキュ リ ティ  モードを使用して くださ
い。 また、 SQL Server では " 統合セキュ リ ティ  モード " を、 Oracle では " 標準セ
キュ リ ティ  モード " を使用するこ とをお勧めします。

ユーザーの設定 こ こで、 システムに Gentran:Server ユーザーを追加する必要があ り ます。

参照
新しい Gentran:Server ユーザーを作成する方法の詳細については、 『管理 ガイ ド』
の 「新しいユーザーの追加方法」 を参照して ください。

次の手順 すべてのコ ミ ュニケーシ ョ ンズ コン ト ローラでモデムを構成する必要があ り ま

す。 「コ ミ ュニケーシ ョ ンズの実装方法」 に進みます。
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コ ミ ュニケーシ ョ ンズの実装方法

はじめに コンピュータのモデムを構成する必要があ り ます。 また、 共有を設定するこ と
も必要です。

参照
これらの作業の詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ ド』 の
「コ ミ ュニケーシ ョ ンズの構成」 を参照して ください。

次の手順 コ ミ ュニケーシ ョ ンズを実装したら、 「Gentran:Server のインス トールを検証す

る方法」 の手順に従って、 Gentran:Server のインス トールを検証する必要があ り

ます。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



インストール後の作業 Gentran:Server のインストールを検証する方法 3 - 9
Gentran:Server のインストールを検証する方法

はじめに Gentran:Server をインス トールしたら、 システムが正し く設定されているこ とを

確実にするために、 インス トールを検証する必要があ り ます。

手順 次の表に、 Gentran:Server のインス トールを確認するために必要な手順をま とめ

ます。

ステップ 操作

1 データベース  テーブルへの権限の確認 :
データベース管理システムを使用して、 Gentran:Server のインス

トール中にすべての権限が正し く設定されたこ とを確認します。

参照
個々の手順については、 使用するデータベース管理システムのマ
ニュアルを参照して ください。

2 構成の設定の確認 :

◗ Gentran:Server のプログラム グループから  [システム構成] プロ
グラムを選択します。 [ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが
表示されます。

◗ 各タブを選択して、 インス トールの設定が正しいこ とを確認
します。

参照
構成の変更の詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「コン ト ローラ
の設定を変更する方法」 を参照して ください。

( 次のページへ続く )
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3 チュート リ アル ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トの登録 :
次の Application and Forms Integration ANSI チュート リ アル ト ラン

スレーシ ョ ン オブジェク ト を登録します。 これらのオブジェク ト

は、 Gentran:Server がインス トールされているフォルダの 
TUTORIAL サブフォルダに用意されています。

◗ PET_850.TPL (エクスポート  ト ランスレーショ ン  オブジェク ト )
◗ PET_810.TPL ( インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト )
◗ HEADER.TPL ( システム インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブ

ジェク ト )
◗ PET_810S.TPL ( 画面入力ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト )
◗ PET_850P.TPL ( 印刷ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト )

参照
詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「新しい ト ランスレー
シ ョ ン オブジェク トの登録方法」 を参照して ください。

4 チュート リ アル パートナー関係のインポート :

TUTORIAL フォルダに用意されている  PETZONE.PRA パートナー

関係をインポート します。

参照
詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「パートナー プロファ イ
ルのインポート方法」 のセクシ ョ ンを参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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5 インポート操作の実行 :
アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ANSI チュート リ アル デー

タを使用してインポート を行うには、 次の手順に従います。

◗ パートナー エディ タで、 アウ トバウンド関係に対して PET X 
3030 810 インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが選択
されているこ とを確認します。

参照
アウ トバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選
択する方法の詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の
「新しいアウ トバウンド関係の作成方法」 のセクシ ョ ン
を参照して ください。

◗ システム構成プログラムの [ インポート ] タブでインポート指
定を定義して、 インポート処理中に ト ランスレーシ ョ ンを開
始するために使用するシステム インポート  ト ランスレーシ ョ
ン オブジェク ト を指定します。

参照
インポートの指定を定義する方法の詳細については、
『管理 ガイ ド』 の 「新しいインポート指定の定義方法」
を参照して ください。 この手順に従って、 インポート指
定を定義します。

◗ システム構成プログラムを起動します。

◗ [ インポート ] タブをク リ ッ ク します。

◗ [ ファ イル パス ] ボッ クスに 「*.txt」 と入力します ( かっこは不
要です )。

◗ [ ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト ] リ ス トから、 [System 
Import HDR] を選択します。 これは、 登録されているシステム  
インポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トです。

◗ [OK] をク リ ッ ク してシステム構成プログラムを終了し、 イン
ポートの指定を保存します。

◗ Gentran:Server の [ インポート ] オプシ ョ ンを使用して、 ト ラン
スレーシ ョ ン オブジェク トでデータ  ファ イル (PET_810.TXT) 
を処理します。

メ モ
データ  ファ イルは、 Gentran:Server がインス トールされ
ているフォルダの TUTORIAL サブフォルダにあ り ます。

参照
ファ イルのインポートの詳細については、 『ユーザー ガ
イ ド』 の 「ドキュ メン トのインポート方法」 のセクシ ョ
ンを参照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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5
( 続き )

◗ ト ランスレーシ ョ ンされたドキュ メン トは、 Gentran:Server の 
[ ワークスペース ] に格納されます。 データを表示して、 ド
キュ メン トが正し く ト ランスレーシ ョ ンされているこ とを確
認します。

参照
データを表示する方法の詳細については、 『ユーザー ガイ
ド』 の 「ドキュ メ ン トの表示方法」 を参照して ください。

6 ファ イル処理操作の実行 :
次の手順を実行し、 アプ リ ケーシ ョ ン  インテグレーシ ョ ン ANSI 
チュート リ アル データを使用してエクスポート操作を行います。

◗ パートナー エディ タで、 インバウンド関係に対して PET X 
3030 850 エクスポート  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク トが選
択されているこ とを確認します。

参照
インバウンド  ト ランスレーシ ョ ン オブジェク ト を選択
する方法の詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の 「新
しいインバウンド関係の作成方法」 のセクシ ョ ンを参照
して ください。

◗ Gentran:Server の 塔 tァ イル処理 î オプシ ョ ンを使用して、 ト ラ
ンスレーシ ョ ン オブジェク トでデータ  ファ イル 
(PETTEST.INT) を処理します。 データ  ファ イルは、
TUTORIAL フォルダにあ り ます。

参照
ファ イル処理の詳細については、 『ユーザー ガイ ド』 の
「データ  ファ イルの処理方法」 を参照して ください。

7 エクスポート操作の実行 :
手順 5 で ト ランスレーシ ョ ンされた後、 ドキュ メン トは 
Gentran:Server の [ イン ドキュ メ ン ト ] に置かれます。 ドキュ メン

ト をエクスポート して、 ト ランスレーシ ョ ンが正し く実行された
こ とを確認します。

参照
ファ イルのエクスポートの詳細については、 『ユーザー ガイ ド』
の 「ドキュ メン トのエクスポート方法」 を参照して ください。

8 ドキュ メン ト  エディ タへのアクセスの確認 :
『ユーザー ガイ ド』 の 「新規ドキュ メン ト を作成する方法」 のセ

クシ ョ ンの手順を実行して、 ドキュ メン ト  エディ タにアクセスで

きるこ とを確認します。

メモ
実際にドキュ メン ト を完成させる必要はないので、 ドキュ メン ト  
エディ タが表示されたら、 ただちに終了してもかまいません。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
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9 プロセス管理へのアクセスの確認 :
Gentran:Server の [ ツール ] メニューから  [ プロセス管理 ] を選択し

て、 プロセス管理にアクセスできるこ とを確認します。

10 アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンおよび Gentran Standards 
へのアクセスの確認 ( アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ンをイ

ンス トールした場合のみ ):

◗ インテグレーショ ン  コンポーネント をインスト ールした場合
は、 メ イン  ツールバーの [ アプリ ケーショ ン  インテグレー
ショ ン ] アイコンをク リ ッ ク して、 アプリ ケーショ ン  インテグ
レーショ ン  サブシステムにアクセスできるこ と を確認します。

◗ 『アプ リ ケーシ ョ ン インテグレーシ ョ ン ユーザー ガイ ド』 の
「新規マップの作成」 の手順を実行して、 Gentran Standards に
アクセスできるこ とを確認します。

11 通知ログへのアクセスの確認 :

◗ [ スタート ] メニューから  [ プログラム ] > [Gentran Server] > 
[Gentran 通知ログ ] を選択して、 Gentran 通知ログ コンポーネ
ン トへのアクセスを確認します。

◗ 次に、『 管理 ガイド 』 の「 通知プロパティ の修正方法 」 に説明
されている手順にしたがって、 通知パラメ ータを設定します。

 ( 続き )
ステップ 操作
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概要 0

はじめに

概要 Gentran:Server では、 リ レーシ ョナル データベースを使用して、 ト ラ ッキング、

オーディ ッ ト 、 プロセス管理、 ト ランザクシ ョ ン  オブジェク ト 、 およびパート

ナー情報をテーブルに格納します。

データベース  テーブルには、 システム  データ  ス ト アにある実際のデータをポイ

ン トするインジケータが含まれています。 システム  データ  ス ト アは、 すべての

共有 Gentran:Server データの保管場所です。 この リ レーシ ョナル データベースを

使用すること で、 複数のユーザーが同じデータにアクセスできるよう になり ます。

Gentran:Server では、 ODBC (Open Database Connectivity) を使用して、 SQL Server 
などの異なるベンダーのデータベースを利用します。

メモ
ODBC と  Microsoft Data Access Components (MDAC) は、 SQL Server のインス トー
ル時にインス トールされます。

作業の概要 Gentran:Server をインス トールする前に、 次の作業を完了する必要があ り ます。

◗ Gentran:Server テーブルを含んだデータベースを作成します。 これらのデー
タベース  テーブルは、 Gentran:Server のインス トール時にビルド されます。

◗ データベース管理システムにユーザーを追加し、 ユーザーに Gentran:Server 
データベースへのアクセス権を与えます。

◗ データベースで使用できるよ うに ODBC データ  ソース名 (DSN) を設定し
ます。

これらの作業を完了するために必要な手順は、 使用するデータベース管理シス
テムによ り異な り ます。

この付録の内容 この付録では、 SQL Server のデータベース管理を使用してこれらの作業を行う方

法を概説します。 次の ト ピッ クが含まれます。

◗ SQL Server の推奨オプシ ョ ン

◗ インス トール前の要件

◗ データベースのバッ クアップ

◗ SQL Server の構成 ( 新規インス トールのみ )

メモ
この付録では、 SQL Server の新しいインス トールの設定に必要な作業のみを概説
します。 つま り、 SQL Server を初めてインス トールする場合の作業です。
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インストール前の要件

参照 Gentran:Server 対応のソフ ト ウエアについては、 『インス トール準備 カード』 を

参照して ください。

SQL Server の
ハード  ディスク

空き容量の要件

SQL Server 2000 では、 前のバージ ョ ンよ り もハード  ディ スクの空き容量が多く

必要です。 SQL Server のセッ ト アップ プログラムでは、 SQL Server のプログラ

ムおよびデータ  ファ イルのインス トール先を指定できます。 ただし、 一部の

ファ イルはシステム ディ レク ト リにインス トールされ、 これらのシステム  ファ

イルのインス トール先は変更できません。

参照
ハード  ディ スク空き容量の要件の詳細については、 SQL Server のインス トール
に関するマニュアルを参照して ください。
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データベースのバックアップ方法

概要 SQL Server のデータベースは、 定期的にバッ クアップするこ とをお勧めします。

また、 Microsoft が推奨するデータベース保守を実行するこ と もお勧めします。

参照
SQL Server データベースのバッ クアップと復元、 および Microsoft の保守ユー
ティ リ ティについては、 Microsoft にお問い合わせください。 Microsoft の製品情
報、 サポート、 その他のリ ソースについては、 次の URL を参照して ください。

www.microsoft.com/SQL/

バックアップで
考慮すべき事項

バッ クアップの計画を行う際には、 次の点を考慮して ください。

◗ バッ クアップを実行する頻度

◗ バッ クアップするデータ  ( データベース全体、 あるいはト ランザクシ ョ ン  ロ
グなど )

◗ バッ クアップを書き込む媒体 ( テープ、 またはディ スクなど )
◗ オンライン ( ユーザーの作業中 ) でバッ クアップを実行、または作業時間外に

スケジュールで実行

◗ 手動バッ クアップ、 または自動スケジュール機能を使用

◗ バッ クアップをスケジュールして自動実行する場合、 正常にバッ クアップが
行われたこ との確認方法

◗ 記憶媒体を再利用するまでの、 バッ クアップの保存期間

◗ 必要に応じて、 最新のバッ クアップを使用したシステム復元までの所要時間

◗ 以前のシステム バッ クアップが変更されておらず、 必要に応じて再利用で
きるこ とを確認する手段の有無

◗ バッ クアップの保存場所

◗ 保管されているバッ クアップに必要な人員がアクセスできるかど うか

◗ バッ クアップの実行と、 正常に実行されたこ とを確認する責任者

◗ システム管理者が不在の場合に、 バッ クアップおよび復元を実行するために
必要な知識、 および適切なパスワードをもつユーザーが他にいるかど うか
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Gentran:Server における SQL Server の使用 0

概要

このセクシ ョ ンの
内容

このセクシ ョ ンでは、 SQL Server のインス トールおよび構成の例を、 手順を追っ

て説明します。 ユーザーの追加、 データベースへのアクセス権のユーザーへの
付与、 および Gentran:Server データベース用の ODBC DSN の作成が含まれます。

データベース作成
プロセス

次の表に、 SQL Server のインス トールおよびデータベースの構成に必要な作業を

ま とめます。

メモ
この表は、 一連の必要な作業の概要を示したものです。

段階 説明

1 Gentran:Server と と もに使用する  SQL Server のインス トール :
SQL Server をまだインス トールしていない場合は、 SQL Server の
マニュアルを参照してインス トールします。

参照
SQL Server のインス トールに関する技術的な質問は、 Microsoft の
テクニカル サポートへお問い合わせください。

2 Gentran:Server と と もに使用する  SQL Server の構成 :
SQL Server を構成して、 データベースを作成します。

3 データベースへのユーザーの追加 :
GENTRANUSERS グループに、 データベースへのアクセス権を付

与します。

4 ODBC DSN の作成 :
Gentran:Server データベースで使用する  ODBC DSN を作成します。
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SQL Server を Gentran:Server 用に構成する方法

はじめに Gentran:Server をインス トールする前に、 Gentran:Server テーブルを含むデータ

ベースを作成する必要があ り ます。 これらのデータベース  テーブルは、

Gentran:Server のインス トール時にビルド されます。

このセクシ ョ ンでの
注意事項

このセクシ ョ ンでは、 次の点に注意してください。

◗ このセクシ ョ ンで示される手順は、 SQL Enterprise Manager のウ ィザードで
実行されます。 SQL Server について精通していれば、 ウ ィザードを使用しな
いで SQL を直接設定するこ と も可能です。

◗ SQL Server の構成は非常に柔軟で、 多数のオプシ ョ ンが用意されています。
SQL Server で可能な構成を調べて、 予想されるデータ量に合わせ、 使用して
いるインス トールに最適な設定を決定するこ とをお勧めします。

データベース
構成の表

データベースを作成する前に、 次の表の項目を検討して ください。 既定値は、
「推奨」 の欄に示されています。

( 次のページへ続く )

番号 確認項目 推奨

1 データベースの名前

推奨事項
整合性を保つために、 データベースの名前
はデータ  ソース と同じにして ください。

GentranDatabase

2 データベースへのアクセス権が必要な 
Windows ユーザー グループの名前

参照
このユーザー グループは、 このマニュアル
の 「Gentran:Server のインス トール」 で作成
したグループです。

GENTRANUSERS
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手順 SQL Server を構成し、 データベースを作成するには、 次の手順に従います。

メモ
これらの作業を実行するために必要な手順は、 SQL Server のバージ ョ ンによって
異なり ます。 このため、 別のバージ ョ ンを使用する場合は、 作業内容が異なり
ます。 次に示すのは、 インス トールの例です。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ] > [Microsoft SQL 
Server] > [Enterprise Manager] を選択します。

システムからの応答
SQL Server Enterprise Manager を初めて起動した場合には、 SQL 
Server の登録を求められます。 以後のアクセスでは、 Enterprise 
Manager が表示されます。

2 [SQL Server グループ ] ノードを展開して、 使用しているコン

ピュータの名前を選択します。

( 次のページへ続く )
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3 [ ツール ] メニューから、 [ ウ ィザード ] を選択します。

システムからの応答
[ ウ ィザードの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4 ◗ [ データベース ] ノードを展開します。

◗ [ データベース作成ウ ィザード ] を選択します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ データベース作成ウ ィザード ] ダイアログ ボッ クスが表示され
ます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ データベース作成ウィ ザード ] の [ データベース名と 場所の指定 ] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

6 ◗ [ データベース名 ] フ ィールドに、 データベース名と して
「GentranDatabase」 と入力します。

メ モ
Gentran:Server では大文字と小文字が区別されます。
データベース名を入力する際には、 大文字と小文字が正
し く入力されているこ とを確認して ください。

◗ 必要に応じて、 [ 場所 ] ボッ クスでデータベースの場所を変更
します。

◗ 必要に応じて、 [ ト ランザクシ ョ ン  ログ ファ イルの場所 ] ボッ
クスで ト ランザクシ ョ ン  ログ ファ イルの場所を変更します。

◗ [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ データベース作成ウ ィザード ] の [ データベース  ファ イルの名前
の設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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7 データベースのサイズの既定値 (1MB) はそのままで、 [ 次へ ] をク

リ ッ ク します。

システムからの応答
[ データベース作成ウ ィザード ] の [ データベース  ファ イルの拡張
の定義 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

8 ◗ [ データベース  ファ イルを自動的に拡張 ] オプシ ョ ンがオンで
あるこ とを確認します。

◗ [ パーセン ト単位でファイルを拡張 ] ボッ クスは、 既定値の 
10 パーセン トのままにしておきます。

◗ [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

メモ
必要に応じてデータベースを自動的に拡張 ( 成長 ) させるこ とが
できるのは、 SQL Server の新機能です。

システムからの応答
[ データベース作成ウ ィザード ] の [ ト ランザクシ ョ ン ログ ファ
イルの名前の設定 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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9 ト ランザクシ ョ ン ログのサイズの既定値 (1MB) はそのままで、

[ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ データベース作成ウ ィザード ] の [ ト ランザクシ ョ ン ログ ファ
イルの拡張の定義 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

10 ◗ [ ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルを自動的に拡張 ] オプシ ョ ン
がオンであるこ とを確認します。

◗ [ パーセン ト単位でファイルを拡張 ] ボッ クスは、 既定値の 
10 パーセン トのままにしておきます。

◗ [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ データベース作成ウ ィザードの完了 ] ダイアログ ボッ クスが表
示されます。

11 [ 完了 ] をク リ ッ ク して、 データベースの作成を完了します。

システムからの応答
データベースが正常に作成されたという メ ッセージが表示され
ます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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12 [OK] をク リ ッ ク して、 メ ッセージを確認します。

システムからの応答
[ 保守計画の作成 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

13 データベースの保守計画を作成するかど うかによって、 次を実行
します。

◗ 作成する場合は、 [ はい ] をク リ ッ ク して、 SQL Server のマ
ニュアルを参照して ください。

◗ 作成しない場合は、 [ いいえ ] をク リ ッ ク して Enterprise 
Manager に戻り ます。

14 「データベースにユーザーを追加する方法 」 に進みます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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データベースにユーザーを追加する方法

はじめに Gentran:Server テーブルを含むデータベースを作成したら、 データベース管理シ

ステムにユーザーを追加して、 ユーザーに Gentran:Server データベースへのアク

セス権を付与する必要があ り ます。

手順 SQL Server にユーザーを追加して、 ユーザーにデータベースへのアクセス権を付

与するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 SQL Enterprise Manager が実行されていない場合は、 [ スタート ] 
メニューから、 [ プログラム ] > [Microsoft SQL Server] > 
[Enterprise Manager] を選択します。

システムからの応答
Enterprise Manager が表示されます。

2 [SQL Server グループ ] ノードを展開して、 使用しているコン

ピュータの名前を選択します。

3 [ ツール ] メニューから、 [ ウ ィザード ] を選択します。

システムからの応答
[ ウ ィザードの選択 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )
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データベースにユーザーを追加する方法 SQL Server 2000 のセッ トアップA - 14
4 ◗ [ データベース ] ノードを展開します。

◗ [ ログイン作成ウ ィザード ] を選択します。

◗ [OK] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ ログイン作成ウ ィザード ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

5 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ ログイン作成ウィ ザード ] の [ このログインの認証モード の選択 ] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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6 Windows アカウン ト情報のオプシ ョ ンがオンであるこ とを確認し

てから、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ ログイン作成ウ ィザード ] の [Windows 認証 ] ダイアログ ボッ ク
スが表示されます。

7 Windows アカウン トのボッ クスに、 ド メ イン名またはコンピュー

タ名を入力します。 その後、 ¥ 記号と、 Gentran:Server ユーザーの 
Windows グループの名前を続けます ( グループ名には 
GENTRANUSERS を推奨します )。 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

メモ

◗ この Windows ユーザー グループには、 SQL データベースへの
アクセス権が必要です。

◗ 書式は次のとおりです。
複数のコン ト ローラによるインス トールでは、
DOMAIN¥GroupName。
単独のコン ト ローラまたはシングル ワークステーシ ョ ンから
なるインス トールでは、 MACHINENAME¥GroupName。

システムからの応答
[ ログイン作成ウ ィザード ] の [ セキュ リ テ ィ  ロールへのアクセス
を許可 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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8 Gentran:Server のユーザーに、 特別な権限が必要かど うかによっ

て、 次を実行します。

◗ 必要な場合は、権限を選択してから  [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

◗ 不要な場合は、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

メモ
この例では、 Gentran:Server ユーザーに特殊な権限は必要あ り ま
せん。

システムからの応答
[ ログイン作成ウ ィザード ] の [ データベースへのアクセスを許可 ] 
ダイアログ ボッ クスが表示されます。

9 使用する  Gentran:Server データベース  (GentranDatabase) が選択され

ているこ とを確認してから、 [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ ログイン作成ウ ィザードの完了 ] ダイアログ ボッ クスに、 許可
したセキュ リ ティ  オプシ ョ ンが表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



SQL Server 2000 のセッ トアップ データベースにユーザーを追加する方法 A - 17
10 [ 完了 ] をク リ ッ ク して、 ウ ィザードを終了します。

システムからの応答
ログインが正常に作成されたという メ ッセージが表示されます。

11 [OK] をク リ ッ ク して、 メ ッセージを確認します。

システムからの応答
セッ ト アップ プログラムが終了して、 Enterprise Manager に戻り
ます。

メモ
次に、 追加した GENTRANUSERS グループの既定のデータベース
と して、 GentranDatabase を選択する必要があ り ます。

12 Enterprise Manager で、 [ セキュ リ ティ ] ノードを展開して [ ログイ

ン ] を選択します。

13 Enterprise Manager の右側のペインで、 GENTRANUSERS グループ

を右ク リ ッ ク して [ プロパティ ] を選択します。

システムからの応答
[SQL Server ログインのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

14 [ データベース ] リ ス ト で GentranDatabase を選択して、 [OK] をク

リ ッ ク します。

システムからの応答
GentranDatabase を  GENTRANUSERS グループの既定のデータベー
ス と して保存し、 Enterprise Manager に戻り ます。

15 次のセクシ ョ ン 「Gentran:Server 用に ODBC DSN を作成する方法 」
に進みます。

 ( 続き )
ステップ 操作
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Gentran:Server 用に ODBC DSN を作成する方法

はじめに 次に、 作成した Gentran:Server データベースのために、 ODBC データ  ソース名 
を作成します。

メモ
この DSN は、 システム内のすべての Gentran:Server コンピュータで作成します。
作成の作業は、 Gentran:Server のインス トール プロセス中の任意の時点で実行で
きます。

手順 ODBC DSN を作成するには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ 設定 ] > [ コン ト ロール パネル ] > [ 管
理ツール ] を選択し、 [ データ  ソース  (ODBC)] アイコンをダブル

ク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ODBC データ  ソース  アド ミニス ト レータ ] ダイアログ ボッ クス  
([ ユーザー DSN] タブ ) が表示されます。

2 [ システム DSN] タブを選択します。

推奨事項
コン ト ローラの場合、 Gentran:Server エグゼクティブ サービスが
データ  ソースを使用できるよ うにするために、 system DSN を使用
する必要があ り ます。 すべての Gentran:Server コンピュータでシス
テム DSN を使用するこ とをお勧めします。 これによ り、
Gentran:Server エグゼクティブ サービス と、 コンピュータ上のすべ
てのユーザーが、 DSN を使用できるよ うになるからです。

システムからの応答
システム DSN のオプシ ョ ンが表示されます。

( 次のページへ続く )
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3 [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[ データ  ソースの新規作成 ] ウ ィザードが表示されます。

4 ド ラ イバのリ ス トから  SQL Server の ODBC ド ラ イバを選択し、

[ 完了 ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[SQL Server に接続するための新規データ  ソースを作成する ] ダイ
アログ ボッ クス  ( ウ ィザードの 1 番目のダイアログ ボッ クス ) が
表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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5 次の操作を実行します。

◗ [ 名前 ] ボッ クスに、このシステムの Gentran:Server で使用する  
ODBC データ  ソースの名前 (GentranDatabase) を入力します。

◗ [ サーバー ] リ ス トから、 [(local)] ( コンピュータに SQL Server 
がインス トールされている場合 ) か、 データベースがあるコ
ンピュータの名前を選択します。

◗ [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[SQL Server に接続するための新規データ  ソースを作成する ] ダイ
アログ ボッ クス  ( ウ ィザードの 2 番目のダイアログ ボッ クス ) が
表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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6 次の操作を実行します。

◗ [ ネッ ト ワークへのログイン  ID で、 Windows の認証メカニズ
ムを使う ] オプシ ョ ンが選択されているこ とを確認します。

メ モ
このオプシ ョ ンをオンにする と、 SQL Server の ODBC 
ド ラ イバが、 Windows で実行されている  SQL Server へ
の信頼された接続を使用するよ うにな り ます。 オンの場
合、 SQL Server は統合されたセキュ リ ティ を使用して、
このデータ  ソースを介した接続を確立します。

推奨事項
Gentran:Server とデータベースのセキュ リ ティ  モードは
同じにしておく こ とをお勧めします。 Windows 認証 ( 統
合 ) セキュ リ ティ  モードの使用をお勧めします。 このセ
キュ リ ティ  モードでは、 Windows オペレーティング シ
ステムのセキュ リ ティ機能 ( 暗号化パスワード、 パス
ワードの有効期間設定、 ド メ イン全体のユーザー アカ
ウン ト ) を利用できます。 このモードでは、
Gentran:Server と  Windows のユーザー ID が同じであれ
ば、 ユーザーが Gentran:Server へのサイン オンを要求さ
れるこ とはあ り ません。

◗ [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[SQL Server に接続するための新規データ  ソースを作成する ] ダイ
アログ ボッ クス  ( ウ ィザードの 3 番目のダイアログ ボッ クス ) が
表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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7 次の操作を実行します。

◗ [ 既定のデータベースを以下のものに変更する ] チェッ クボッ
クスをオンにして、 リ ス トから  [GENTRANDatabase] を選択し
ます。

◗ [ANSI の Null、 埋め込み文字、 警告を使用する ] チェッ クボッ
クスをオフにして、 SQL Server での NULL 比較、 警告メ ッ
セージ、 および前後のブランク文字の自動削除で ANSI のルー
ルが強制されるこ とのないよ うに指定します。

◗ [ 次へ ] をク リ ッ ク します。

システムからの応答
[SQL Server に接続するための新規データ  ソースを作成する ] ダイ
アログ ボッ クス  ( ウ ィザードの 4 番目のダイアログ ボッ クス ) が
表示されます。

8 [SQL Server のシステム メ ッセージを以下の言語に変更する ] 
チェッ クボッ クスをオンにして、 リ ス トから  [English] を選択し

ます。

メモ
英語版以外の SQL Server を使用する場合でも、 Gentran SQL Server 
メ ッセージで使用される言語は英語に変更する必要があ り ます。
特に、 Gentran:Server で GentranDatabase へのアクセスに使用され
る  ODBC データ  ソース名は英語でなければなり ません。

システムからの応答
Gentran に関連するすべての SQL エラー メ ッセージは、SQL 
のログに英語で書き込まれます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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9 SQL Server の既定である  ISO-8559 以外のコード  ページを使用して

いるかど うかによって、 次を実行します ( たとえば、 SQL Server 
のカスタム インス トールを実行し、 北米用の 850 コード  ページ

や、 米国用の 437 コード  ページを選択した場合など )。

◗ 使用している場合は、 [ 文字データを変換する ] チェッ クボッ
クスがオンであるこ とを確認してから、 [ 完了 ] をク リ ッ ク し
ます。

◗ 使用していない場合 ( たとえば、 SQL Server の標準インス トー
ルを実行した場合や、 カスタム インス トールで既定のコード  
ページを使用した場合 ) は、 [ 文字データを変換する ] チェッ
クボッ クスをオフにしてから  [ 完了 ] をク リ ッ ク します。

メモ
ク ラ イアン ト  コンピュータで SQL Server とは異なる  ANSI コード  
ページを使用している場合は、 ANSI 文字列が正し く解釈されない
可能性があ り ます。

システムからの応答
[ODBC Microsoft SQL Server セッ ト アップ ] ダイアログ ボッ クス
に、 GentranDatabase 用の DSN の構成が表示されます。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



Gentran:Server 用に ODBC DSN を作成する方法 SQL Server 2000 のセッ トアップA - 24
10 [ データ  ソースのテス ト ] をク リ ッ ク して、 DSN の構成をテス ト

します。

システムからの応答
DSN のテス トが正常に完了した場合には、 次のメ ッセージが表示
されます。

11 [OK] をク リ ッ ク して、 メ ッセージを確認します。

12 [OK] をク リ ッ ク して、 ODBC アド ミ ニス ト レータを終了します。

13 これで、 Gentran:Server をインス トールする準備が整いました。

参照
詳細については、 「インス トール プロセス」 を参照して ください。

 ( 続き )
ステップ 操作
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概要 0

はじめに

Gentran:Server の
データベース
使用方法

Gentran:Server では、 リ レーシ ョナル データベースを使用して、 ト ラ ッキング、

オーディ ッ ト 、 プロセス管理、 ト ランザクシ ョ ン  オブジェク ト 、 およびパート

ナー情報をテーブルに格納します。

データベース  テーブルには、 システム  データ  ス ト アにある実際のデータをポイ

ン トするインジケータが含まれています。 システム  データ  ス ト アは、 すべての

共有 Gentran:Server データの保管場所です。 この リ レーシ ョナル データベースを

使用すること で、 複数のユーザーが同じデータにアクセスできるよう になり ます。

Gentran:Server では、 ODBC (Open Database Connectivity) を使用して、 SQL Server 
を含む異なるベンダーからデータベースを利用します。

メモ
既定の Oracle ODBC ド ラ イバは、 ORACLE のインス トール時にインス トールさ
れます。 既定以外のド ライバを使用する場合は、 そのド ライバをインス トール
する必要があ り ます。

作業の概要 Gentran:Server をインス トールする前に、 ORACLE についてよ く理解し、

Gentran:Server と と もに使用できるよう に ORACLE を設定しなければなり ません。

また、 ORACLE データベース管理者 (dba) は、 Gentran:Server 用の新しい 
INSTANCE ( データベース ) を作成するか、 既存の INSTANCE に Gentran:Server 
用の新しい TABLE SPACE を設定する必要があ り ます。

これらの作業を完了するために必要な手順は、 使用するデータベース管理シス
テムによ り異な り ます。

この付録の内容 この付録では、 Gentran:Server と と もに使用するために ORACLE を設定する場合

の推奨事項を概説します。

参照
これらの作業を実行するために必要な手順については、 ORACLE のマニュアル
を参照して ください。
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Gentran:Server とともに使用する ORACLE の
セッ トアップに関する推奨事項 0

概要

はじめに 次のセクシ ョ ンに、 Gentran:Server と と もに使用する  ORACLE のセッ ト アップに

関する推奨事項を示します。

参照
これらの作業を実行するために必要な手順については、 ORACLE のマニュアル
を参照して ください。
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すべてのコンピュータへの SQL *Net® のインストール 

はじめに Gentran:Server をコンピュータにインス トールする前に、 そのコンピュータで 
SQL *Net がインス トールおよび構成されている必要があ り ます。 このソフ ト

ウェアは、 コンピュータ と  ORACLE のインターフェイスにな り ます。

ALIAS の名前 (SQL *Net 接続文字列 ) は、 ORACLE dba によ り決定されます。 命

名に関する制限はあ り ません。

メモ
ALIAS 名は ODBC のセッ ト アップ時に必要となるので、 後で使用できるよ うに
記録しておいてください。 Oracle の最新バージ ョ ンでは、 SQL *Net が "Net 
Service" と呼ばれています。
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データベース  テーブル用の新しいテーブルスペースの定義

はじめに ORACLE で、 Gentran:Server のデータベース  テーブルを作成するための新しい

テーブルスペースを定義して ください。 そ うすれば、 システム  テーブルスペー

スにデータベース  テーブルが作成されるこ とはあ り ません。
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新しい DB 管理者アカウン トの作成

はじめに Gentran:Server をインス トールする前に、 Gentran:Server のインス トール中にデー

タベース  テーブルを作成する と きに使用する、 新しいデータベース管理者 (dba) 
のアカウン ト を作成するこ とをお勧めします。

推奨事項
Gentran:Server エグゼクティブ サービスが Windows へログオンする際に使用する
ものと同じ、 Windows 管理アカウン ト を使用するこ とをお勧めします。

新しい dba ログオンを作成する と きには、 Gentran:Server データベース  テーブル

用に作成した新しいテーブルスペースを、 このアカウン トの既定と して指定し
て ください。

メモ
Gentran:Server データベース  テーブルは、 このアカウン トのスキーマの下に作成
されます。
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ORACLE に Gentran ユーザーを追加する方法

はじめに 各 Gentran:Server ユーザーを、 ORACLE に追加する必要があ り ます。 ORACLE 
は、 Windows セキュ リ テ ィ とのインターフェイスは行いません。 このため、 す

べての Gentran:Server ユーザーを含む Windows グループを設定しても、 ORACLE 
はグループを認識しません。

これらのユーザーに付与しなければならない役割 ( 権利 ) は、 次のとおりです。

◗ 選択

◗ 挿入

◗ 削除

◗ 更新

( 次のページへ続く )
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手順 ORACLE に追加する必要のある  Gentran:Server ユーザーを確認するには、 次の手
順に従います。

ステップ 操作

1 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ] > [ 管理ツール ] > [ ユー

ザー マネージャ ] を選択します。

システムからの応答

[ ユーザー マネージャ ] が表示されます。

2 [ ユーザー マネージャ ] ウ ィンド ウの下側のフレーム内で、

[GENTRANUSERS] グループをダブルク リ ッ ク します。

システムからの応答

[ ローカル グループのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。

メモ

[ 所属する メンバ ] リ ス ト ボッ クスに表示されているユーザーは、
ORACLE に追加する必要があるユーザーです。
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ORACLE への Gentran:Server エグゼクティブ ログオン 
アカウン トの追加

はじめに Gentran:Server エグゼクティブ サービスがログオンできるよ うに、 1 人のユー

ザーに dba の権限 ( 付与される役割 ) を付与しなければなり ません。 このアカウ

ン ト を  ORACLE に追加する必要があ り ます。

推奨事項
Gentran:Server エグゼクティブ サービスが Windows へログオンする際に使用する
ものと同じ、 Windows 管理アカウン ト を使用するこ とをお勧めします。 さ らに、
このアカウント は DB 管理者のアカウント と 同じものにするこ と をお勧めします。

Gentran:Server のインス トール後、 [ サービス ] ダイアログ ボッ クスで 
Gentran:Server エグゼクティブ サービスを選択して [ 起動 ] をク リ ッ クする と、

このアカウン トが表示されます。 [ サービス ] ダイアログ ボッ クスを表示するに

は、 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ] > [ コン ト ロール パネル ] > [ サー

ビス ] をク リ ッ ク します。

( 次のページへ続く )
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図 この [ サービス ] ダイアログ ボッ クスの例では、 Gentran:Server エグゼクティブ 
サービスが Windows へのログオンに使用するアカウン トが表示されています。
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オープン カーソルの既定値を変更する方法

はじめに ORACLE で許可されているオープン カーソルの既定値は 50 です。 この値は、 使

用している  Oracle のバージ ョ ンによって異なるこ とがあ り ます。 実際の電子商

取引 (EC) を実行する場合、 平均的な規模の企業ではこの値を  5,000 以上に設定

する必要があ り ます。

オープン カーソルの数は ORACLE 起動ファ イルで変更します。 通常、 このファ

イルは ORACLE\ORADATA にあ り ます。 起動ファイルの名前は 「init****.ora」
です。 「****」 の部分には、 インスタンスの名前が入り ます。

メモ
Oracle 9i では、 構成に PFILE と  SPFILE が使用されます。

手順 オープン カーソルの数を変更するには、 次の行を起動ファイルの任意の場所に

追加します。 二重引用符は必要あ り ません。

“open_cursors = 5000”

メモ
Oracle 9i では、 この行を  PFILE に追加します。

例 次の図に、 オープン カーソルの既定値を変更する方法を示します。
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Gentran での標準セキュリテ ィ  モードの使用

はじめに ORACLE を使用する場合、 Gentran:Server のセキュ リ ティ  モードを、 既定の " 標
準 " のままにしておく こ とをお勧めします。 標準セキュ リ ティ  モードでは、

ユーザーが毎回 Gentran:Server へのログインを行う必要があ り ます。 [ ログイン ] 
ダイアログ ボッ クスでは、 既定で Windows のユーザー名が表示されます。

図 このため、 [Gentran:Server for Windows システム構成 ] ダイアログ ボッ クスの [ セ
キュ リ ティ ] タブは、 既定では次のよ うに構成されます。

手順 『 インスト ール ガイド 』 の「 インスト ール後の作業」 の章では、 Gentran:Server の
セキュリ ティ  モード を  " 統合 " にするこ と を推奨しています。 セキュリ ティ  オプ

ショ ンは、 システム構成サブシステムの [ セキュリ ティ ] タブで設定します。

ORACLE を使用する場合は、『 インスト ール ガイド 』 の統合セキュリ ティ の推奨

と 、「 セキュリ ティ の導入」 のセクショ ン全体は、 例外と して適用されません。

注意
ORACLE では、 統合や混合のセキュ リ ティ を使用しないこ とを特にお勧めしま
す。 これは、 ORACLE セキュ リ ティが既定では Windows セキュ リ ティ と連結し
ないためです。
Gentran:Server for Windows – 2004 年 12 月



ORACLE® のセッ トアップ Gentran:Server における Oracle データベース ODBC ド ライバの使用 B - 13
Gentran:Server における Oracle データベース 
ODBC ド ライバの使用

はじめに 2000 年 3 月 24 日の時点では、 Oracle の ODBC ド ラ イバに問題があるため、

Gentran:Server for Windows リ リース  5.x では、 Oracle から提供されている  ODBC 
ド ラ イバでは、 Oracle データベースを適切に使用できません。 スターリ ング コ
マースが Oracle と協議を行った結果、 Oracle の ODBC ド ラ イバには ADO の 
RecordCount プロパティの戻り値が常に -1 ( マイナス  1) になる という問題がある

こ とを確認しました。 この問題の修正状態は、 Oracle の BUG 番号 11962102.600 
で確認できます。

Gentran:Server へ
の影響

Oracle の ODBC ド ラ イバ の問題は、 Gentran:Server の オーディ ッ ト通知 サービ

スにのみ影響します。 このサービスではプログラ ミ ングで ODBC のこの機能が

使用されるためです。 Gentran:Server のほかのサービスでは、 この機能が使用さ

れないため、 この問題による影響はあ り ません。

注意
Gentran:Server のインス トールまたはアップグレードの前に ODBC ド ラ イバがイ
ンス トールおよび構成されていない場合、 Gentran:Server の オーディ ッ ト通知
サービスは起動に失敗します。 この結果、 すべての Gentran:Server サービスは開
始できません。 また、 ODBC ド ラ イバのインス トールまたはアップグレードに
失敗する と、 データベースが壊れる可能性があ り ます。

解決策 Oracle によ り この問題が解決されるまでは、 一時的な措置と して ２つの ODBC 
データ  ソース  を使用しなければなり ません。 新規システムをインス トールする

か、 既存のシステムをアップグレードするかによって、 新しい Gentran:Server 5.x 
システムのインス トール前の作業手順 または Gentran:Server 3.x システムから  
アップグレードを 行う前の手順 のセクシ ョ ンに リ ス ト されている手順に従った

後、 システムは 2 つのデータ  ソース名 (DSN) が使用されます。 1 つは Microsoft 
ODBC for Oracle ド ラ イバを使用した DSN、 も う  1 つは Oracle から提供されてい

る  ODBC ド ラ イバを使用した DSN です。 Microsoft DSN は Gentran オーディ ッ ト

通知サービスに、 Oracle DNS は Gentran:Server メールボッ クス、 Gentran:Server エ
グゼクティ ブ、 Gentran:Server コミ ュニケーショ ンズ  サービスに使用されます。

メモ
Microsoft Data Access Components (MDAC) と、 Oracle ODBC ド ラ イバのサポート
されているバージ ョ ンについては、 『インス トール準備 カード』 を参照して くだ
さい。 Microsoft ODBC for Oracle のド ライバは、 MDAC のインス トール時にイン
ス トールされます。

( 次のページへ続く )
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新しい 
Gentran:Server 5.x 
システムのインス
トール前の作業手順

新しい Gentran:Server 5.x システムをインス トールする際に、 Oracle データベース

をインス トールするには、 次の手順に従います。

ステップ 操作

1 Windows に 2 つの ODBC データ  ソースを作成します。 1 つは 
Microsoft for Oracle ド ラ イバを使用したデータ  ソース、 も う  1 つ
は Oracle ODBC ド ラ イバを使用したデータ  ソースです。

メモ
どちらのデータ  ソースも一意の名前をもち、 システム  DNS と し
て設定されているこ とを確認します。

参照
データ  ソースの作成方法の詳細については、 このインス トールガ
イ ドの 「シングル ワークステーシ ョ ン システムのインス トール方
法」 のステップ 12、 または、 ODBC のマニュアルを参照して くだ
さい。

2 Oracle ODBC のテス ト ツールがある場合は、 両方のド ライバから

データベースに接続できるこ とを確認します。

参照
Oracle ODBC テス ト  ツールの使用方法については、 Oracle のマ
ニュアルを参照して ください。

3 Gentran:Server のインス トールを開始します。

参照
詳細については、 このインス トール ガイ ドの 「シングル ワークス
テーシ ョ ン システムのインス トール方法」 を参照して ください。

4 Gentran:Server で使用する  DSN 名の入力を求められたら 、 Microsoft 
ODBC for Oracle ド ラ イバで作成した DSN 名を入力します。

5 プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラのインス トールを完了

し、 必要なオプシ ョ ンを Option Pack CD からインス トールします。

参照
詳細については、 『オプシ ョ ン パッ ク  インス トール カード』 を参
照して ください。

( 次のページへ続く )
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6 インス トールを検証するには、 ステップ 6 から  15 に進んでくださ

い。 それ以外の場合は、 これで Oracle データベースへのインス

トールは完了です。

インス トール プロセスが完了後、 [ スタート ] メニューから、 [ プ
ログラム ] > [Gentran Server] > [Gentran Server Configuration] を選択

して、 Gentran System の構成ユーティ リ ティ を実行します。

システムからの応答
[ システム構成 ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

7 [ システム ] タブを選択し、 [ODBC データ  ソース ] リ ス ト から  
Oracle ODBC ド ラ イバを使用する  DSN を選択します。

参照
詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「ODBC データソースの変更
方法」 を参照して ください。

8 [ オーディ ッ ト / 通知 ] タブを選択し、 [ サーバー ] をク リ ッ ク し

ます。

システムからの応答
[Gentran オーディ ッ ト / 通知サーバーのプロパティ ] ダイアログ 
ボッ クスが表示され、 データベース と通知サーバーのオプシ ョ ン
を設定できます。

9 [ODBC データ  ソース ] リ ス ト で、 オーディ ッ ト通知サービスの 
ODBC データ  ソースの DSN に Microsoft ODBC ド ラ イバを使用す

るものが指定されているこ とを確認し、 必要に応じて、 設定を変
更します。

10 [OK] をク リ ッ ク して、システム構成ユーティ リ ティ を終了します。

11 [ スタート ] メニューから、 [ プログラム ] > [Gentran Server] > 
[Gentran Server メールボッ クス ] を選択して、 Gentran メールボッ

クス  サーバー マネージャーを実行します。

システムからの応答
[ メールボッ クス  サーバー マネージャ ] が表示されます。

12 メールボッ クス  サーバーを登録します。

メモ
メールボッ クス  サーバーは、 Gentran:Server システムの Windows 
コンピュータの名前です。

参照
詳細については、 『コ ミ ュニケーシ ョ ンズ ユーザー ガイ ド』 を参
照して ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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Gentran:Server 3.x 
システムから
アップグレードを
行う前の手順

Gentran:Server システムをバージ ョ ン  3.x からアップグレードする場合のみに限

り、 Oracle データベースをインス トールするには、 プライマ リ  Gentran システム  
コン ト ローラで次の手順に従います。

13 表示されているサーバー名を右ク リ ッ ク して [ プロパティ ] を選

択します。

システムからの応答
[ サーバーのプロパティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

14 [ データベース ] タブの [ODBC データ  ソース ] リ ス トで、 ODBC 
データ  ソースの設定を、 Oracle ODBC ド ラ イバを使用する  DSN に
変更し、 [OK] をク リ ッ ク して変更を保存します。

15 この手順を完了した後に、 [ コン ト ロール パネル ] から  Windows 
の [ サービス ] ダイアログ ボッ クスにアクセスし、 次の順番で 
Gentran:Server の各サービスを停止および再起動します。

◗ オーディ ッ ト通知

◗ メールボッ クス

◗ エクゼクティブ

参照
サービスの停止および開始の詳細については、 Windows のマニュ
アルを参照して ください。

 ( 続き )
ステップ 操作

ステップ 操作

1 Microsoft for Oracle ド ラ イバと して、 2 つ目の ODBC データ  ソー

スを作成して ください。

メモ
両方の DNS 名が異なった名前であ り、 システム DNS と して設定
されているこ とを確認して ください。

参照
データ  ソースの作成方法の詳細については、 このインス トール ガ
イ ドの 「シングル ワークステーシ ョ ン システムのインス トール方
法」 のステップ 12、 または、 ODBC のマニュアルを参照して くだ
さい。

( 次のページへ続く )
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2 Oracle ODBC のテス ト ツールがある場合、 両方のド ライバから

データベースに接続できるかど うか試して ください。

参照
Oracle ODBC テス ト  ツールの使用方法については、 Oracle のマ
ニュアルを参照して ください。

3 Gentran:Server のアップグレードを開始します。

参照
詳細については、 『管理 ガイ ド』 の 「Gentran:Server のアップグ
レード方法」 を参照して ください。

4 インス トール中にデータベースへのログインを求められたら、
GentranDatabase データベース  テーブルのスキーマの所有者である  
ID を入力します。

メモ
アップグレードの完了後、 この所有者は Gentran:Server サービスを
再起動できな くな り ます。

5 プライマ リ  Gentran システム  コン ト ローラのインス トールを完了

し、 必要なオプシ ョ ンを Option Pack CD からインス トールします。

参照
詳細については、 『オプシ ョ ン パッ ク  インス トール カード』 を参
照して ください。

6 Windows のレジス ト リ  エディ タを起動して ください。

参照
詳細については、 Windows のマニュアルを参照して ください。

7 レジス ト リ  キーを開いてください。

HKEY_Local_Machine¥SOFTWARE¥Sterling Commerce¥ 
Gentran¥AuditNotification¥5.x ( バージ ョ ンはインス トールする  
Gentran のバージ ョ ンによって異なり ます )¥Server¥DSN

8 既にインス トールされている Oracle DSN 名から、 Microsoft ド ラ イ

バと して使用する DSN 名に、 DSN の値を変更し [OK] をク リ ッ ク

して ください。

9 レジス ト リ  エディ タを終了して ください。

10 レジス ト リ  エディ タで編集終了後、 次のステップに進む前にシス

テムを再起動してください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
ステップ 操作
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Microsoft ODBC 
ド ライバの入手

Microsoft の ODBC ド ラ イバは、 最新の MDAC ソフ ト ウェアの一部と して、

Microsoft の Web サイ ト  (http://www.microsoft.com/data) から入手できます。

問い合わせ先 上記の内容についてさ らにサポートが必要な場合やご質問は、 カスタマ サポー

ト までお問い合わせください。

参照
サポートの連絡先については、 『インス トール準備 カード』 を参照して ください。

11 この手順を完了した後に、 [ コン ト ロール パネル ] から  Windows 
の [ サービス ] ダイアログ ボッ クスを開き、 次の順番で 
Gentran:Server の各サービスを開始します。

◗ オーディ ッ ト通知

◗ メールボッ クス

◗ エクゼクティブ

◗ コ ミ ュニケーシ ョ ンズ

参照
サービスの停止および開始の詳細については、 Windows のマニュ
アルを参照して ください。

12 サービスが起動しない場合、 Windows が返すエラー番号次第で次

のよ うな可能性があ り ます。

◗ 2140エラー : サービスの起動に必要な (データベース内の) ト ラ
ンザクシ ョ ンが完了できない可能性があ り ます。

データベース内の Oracle ID の権限と、 データベース  テーブル
の整合性を確認して ください。

◗ 2186 エラー : 一般的にこのエラーは、セキュ リ ティーに問題が
あるこ とを意味します。

サービスに対する ID とパスワードを再入力して ください。

◗ 1068 エラー : サービスが順序どおりに起動していません。
Gentran:Server エグゼクティブ サービスはメールボッ クス  サー
ビスに、 メールボッ クス  サービスはオーディ ッ ト / 通知サー
ビスに、 オーディ ッ ト / 通知サービスはデータベース  サービ
スに依存しています。

前のステップに戻り、 順序どおりにサービスを再起動してく
ださい。

 ( 続き )
ステップ 操作
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インストールのト ラブルシューティング
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概要

この付録の内容 この付録では、 Gentran:Server インス トールの ト ラブルシューティングに関する

基礎的な情報について説明し、 一般的なインス トールの問題の解決に必要な一
連の操作について説明します。

また、 この付録には、 InstallShield の一般的なエラー メ ッセージのリ ス ト と、 エ

ラーの原因を解明するためのヒン ト も含まれています。
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Gentran:Server のインスト ールのト ラブルシューティ ング

問題と解決策 次の表に、 Gentran:Server のインス トールに関する一般的な問題と、 それらの解

決に必要な手順を示します。 .

問題 解決策

セッ ト アップ プログラムは

正常に完了したが、
Gentran:Server へログオンし

よ う とする とデータベースへ
のログオンに関するエラー 
メ ッセージが表示される。

インス トール中に適切なデータベース  ログ

インが指定されませんでした。
インス トールされた Gentran:Server のすべて

のコンポーネン ト を削除します。 詳細につい
ては、 『管理 ガイ ド』 の 「インス トールによ

るコンポーネン トの追加方法と削除方法」 を
参照して ください。

Gentran:Server データベース  テーブルをすべ

て削除します。 Gentran:Server プログラム グ
ループが削除されたこ とを確認します。 レジ
ス ト リ  エディ タで、
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥
Sterling Commerce キーが削除されているこ と

を確認します。

セッ ト アップを再度実行し、 [ 新規の 
Gentran:Server システムを作成 ] オプシ ョ ンを

使用して、 データベース  テーブルを作成し、

それらのテーブルへの権限を付与するため
に、 適切な管理データベース  ログインを指

定します。 新しいシステムを作成する方法の
詳細については、 「Gentran:Server のインス

トール」 を参照して ください。

Gentran:Server エグゼクティ

ブ サービスを、 リモートか

ら起動できない。

プライマ リ  システム コン ト ローラで、 [ コン

ト ロール パネル ] の [ サービス ] をダブルク

リ ッ ク して [ サービス ] ダイアログ ボッ クス

を表示します。 [Gentran:Server エグゼクティ

ブ サービス ] を選択し、 [ 開始 ] をク リ ッ ク

します。

サービスがタイム アウ ト した り、 エラー 
メ ッセージが表示される場合は、
[Gentran:Server エグゼクティブ サービス ] を
選択し、 [ 起動 ] をク リ ッ ク して、 サービス

に対して Windows ログインが正し く指定さ

れているこ とを確認します。

( 次のページへ続く )
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Gentran:Server へのログイン

を試みる と、 [ ユーザー名が

見つかり ません ] とい う内容

のエラー メ ッセージが表示

される。

ユーザー名の大文字と小文字を区別せずに入
力した可能性があ り ます ( たとえば、

「Aaron」 を 「aaron」 と入力した場合 )。 ユー

ザー名の大文字と小文字を正し く入力して、
再度ログオンを試みてください。
それでも問題が解決しない場合は、 システム
をアンインス トールして再インス トールする
必要があ り ます。 インス トールされている  
Gentran:Server コンポーネン ト をすべて削除

して ください。 詳細については、 『管理 ガイ

ド』 の 「インス トールによるコンポーネン ト
の追加方法と削除方法」 を参照して くださ
い。 Gentran:Server データベース  テーブルを

すべて削除します。 Gentran:Server プログラ

ム  グループが削除されたこ とを確認します。

レジス ト リ  エディ タを開いて、
HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥
Sterling Commerce キーが削除されているこ と

を確認します。

インス トール時に指定した既定の 
Gentran:Server システム管理者ログインを使

用しているこ とを確認します。

管理者ログインを使用してもログインできな
い場合は、 セッ ト アップを再度実行し、 [ 新
規の Gentran:Server システムを作成 ] オプ

シ ョ ンをオンにして、 データベース  テーブ

ルを作成し、 それらのテーブルへのアクセス
権限を付与するために、 適切なデータベース
管理ログインを指定します。 新しいシステム
を作成する方法の詳細については、
「Gentran:Server のインス トール」 を参照して

ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
問題 解決策
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セッ ト アップ プログラムを

実行して、 プライマ リ  シス

テム コン ト ローラのインス

トールをアップグレードす
る。 このと き、 セッ ト アップ
がデータベース  テーブルを

更新しよ う と して、
Gentran:Server データベース  
テーブルへのアクセスを許可
されているユーザーまたは
ユーザー グループの指定を

要求する メ ッセージが表示さ
れる。

アップグレード処理で、 セッ
ト アップが [ ユーザー [ グ
ループ名 ] は存在しません ] 
という意味のエラーの発生を
通知し、 データベースの回復
を試みるために、 自動回復の
実行を求める メ ッセージを表
示する。

存在しないユーザーまたはユーザー グルー

プを指定しました。 自動回復プロセスを実行
する前に、 データベース管理システムに切り
替えて、 初めに指定したユーザーまたはユー
ザー グループを作成します。

次に、 セッ ト アップを再度実行してシステム
をアップグレードする と、 自動回復によ り イ
ンス トール プロセスのエラー位置が判別さ

れて、 その位置からインス トールが再開され
ます。 セッ ト アップは、 手入力で実行された
コマンドのログをすべて保持していますが、
実行済みのコマンドを元に戻すこ とはできま
せん。

参照
システムのアップグレードの詳細について
は、 『管理 ガイ ド』 の 「Gentran:Server をアッ
プグレードする方法」 を参照して ください。

セッ ト アップ プログラムを

実行して Gentran:Server をイ

ンス トールしたが、 次のエ
ラーが表示される。 [Record 
set is read only] および 
[Gentran:Server system 
administrator account could not 
be created]

Gentran:Server 製品と互換性のないバージ ョ

ンの ODBC ド ラ イバを使用している可能性

があ り ます。

参照
Gentran:Server との使用がサポート されてい
る  ODBC ド ラ イバのバージ ョ ンの リ ス トに
ついては、 『インス トール準備 カード』 を参
照して ください。

( 次のページへ続く )
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非ク ラスタ環境でセッ ト アッ
プ プログラムを実行し、 [Do 
you want to make this machine 
a secondary node in a clustered 
Gentran:Server system?] とい

う メ ッセージが表示され、
[ はい ] または [ いいえ ] の
選択を求められる。

このメ ッセージが表示されるのは、 セッ ト
アップでこのコンピュータのレジス ト リ を確
認した際に、 Gentran:Server のレジス ト リ  
キーが見つかり、 Gentran:Server サービスが

見つからなかった場合です。 これは、 ク ラス
タ環境のセカンダ リ  ノードにシステムをイ

ンス トールする場合に発生します。 非ク ラス
タ環境では、 [ いいえ ] をク リ ッ ク して、

Gentran:Server のインス トールを進めます。

メモ
[ いいえ ] を選択した場合には、 セッ ト アッ
プで問題が検出される と、 インス トール 
ルーチンは終了します。 この場合は、
Gentran:Server のカスタマ サポートにお問い
合わせください。

 ( 続き )
問題 解決策
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InstallShield のエラーメ ッセージ

はじめに セッ ト アップ プログラムの実行中に表示されたエラーに戻り値コードが含まれ

ている場合は、 InstallShield のエラーです。

このセクシ ョ ンでは、 一般的な InstallShield のエラー メ ッセージを示します。

InstallShield のエラー メ ッセージについてのお問い合わせは、 Gentran:Server カス

タマ サポートにご連絡ください。

戻り値コードの表 次の表は、 InstallShield の戻り値コードを、 コードの値で リ ス ト したものです。

この表に、 コード と対応するエラー メ ッセージ、 および考えられる原因をま と

めます。

メモ
これらのメ ッセージは、 InstallShield から提供されたものです。 最新のバージ ョ
ンではない可能性があ り ます。

戻り値コード エラー メ ッセージ

-1 不明なエラー。

-2 入力ファイルが開けません。

-3 出力ファイルが開けません。

可能な解決策

コピー先フォルダの内容、 コピー先フォルダ内のファイルの
存在、 およびコピー先フォルダへのアクセス権限を確認して
ください。

-4 ファ イルへの書き込みを実行できません。

可能な解決策

コピー元と コピー先のディ スクの整合性を確認して ください。
正しいコピー元ディ スクが選択されているこ とを確認して く
ださい。

-5 入力ファ イルは InstallShield Compressor で圧縮されていません。

可能な解決策

入力ファイルが InstallShield Data Compression Program または 
InstallShield で作成された圧縮済みライブラ リであるこ とを確
認して ください。

( 次のページへ続く )
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-6 メモ リ割り当てエラー。

可能な解決策

内部エラーが発生しました。 システムを再起動してから、 再
び試みてください。

-7 圧縮ファイルのヘッダー情報が不正です。

可能な解決策

ファ イルが圧縮されているこ と、 および壊れていないこ とを
確認して ください。

-8 複数の圧縮ライブラ リ を展開するこ とはできません。

可能な解決策

展開される入力ファイルの指定にワイルドカード文字が使用
されていないこ とを確認して ください。

-9 コピー元フォルダと コピー先フォルダが同じです。

可能な解決策

コピー先フォルダと コピー元フォルダが同じではないこ とを
確認して ください。

-14 指定された入力ファイルはワイルドカードです ( 一部の API 
では許可されません )。

可能な解決策

必ず入力が特定のファイルであ り、 ワイルドカードではない
よ うにして ください。

-15 指定された出力ファイルはワイルドカードです ( 一部の API 
では許可されません )。

可能な解決策

必ず出力が特定のファイルであ り、 ワイルドカードではない
よ うにして ください。

-16 ラ イブラ リ圧縮エラー。

-17 内部ポインタ  エラー。

-18 ファ イル サイズ エラー。

-19 リ ンク  リ ス ト  エラー。

-20 出力ファイルを InstallShield Compressor で圧縮できません。

可能な解決策

必ず出力が圧縮ライブラ リであるよ うにして ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
戻り値コード エラー メ ッセージ
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-21 ファ イルは古いバージ ョ ンの圧縮プログラムで圧縮されてい
ます。

可能な解決策

互換性のある  InstallShield compressor を使用して ください。

-22 has テーブル内でエラーが発生しました。

-24 フォルダ情報が不正です。

-25 不正なスイ ッチ ( オプシ ョ ン ) が使用されています。

-26 不正なデータ情報。

-27 フォルダを作成できません。

可能な解決策

コピー先フォルダの内容と、 ド ライブおよびコピー先フォル
ダへのアクセス権限を確認して ください。

-28 照会情報エラー。

-29 FileSet の定義でエラーが発生しました。

-30 ファ イルは分割されています。

可能な解決策

本来の圧縮ライブラ リ を使用して ください。

-32 内部プロセスを開始できません。

-33 内部エラー。

-34 内部エラー。

-36 プライベート  オブジェク ト  エラー。

-37 ファ イル転送プロセスが中止されました。

-38 コピー先ド ライブの空き容量が不足しています。

可能な解決策

コピー先ド ライブの空き容量を増やして ください。

-39 パッケージング リ ス トにファ イルが見つかり ません。

-40 圧縮ライブラ リ  バッ クアップ エラー。

可能な解決策

コピー先ド ライブの空き容量を増やして ください。

( 次のページへ続く )

 ( 続き )
戻り値コード エラー メ ッセージ
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-41 指定されたファイルは圧縮ライブラ リではあ り ません。

-42 ファ イルは圧縮ライブラ リではあ り ません。

-46 コピー先ファイルは読み取り専用です。

可能な解決策

コピー先ファイルは読み取り専用なので上書きできません。

-47 内部メモ リ  エラー。

 ( 続き )
戻り値コード エラー メ ッセージ
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